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　本書は、一般県道湯ノ口美祢線道路改良（宅地関連）工事に伴い山口県から委託を受けて、山口県

教育財団が実施した上領遺跡発掘調査の記録をまとめたものです。

　調査の結果、弥生時代から中世の集落跡が確認され、弥生土器や須恵器・土師器など多くの遺物が

出土しました。特に、須恵器には、ヘラで「大」の字が刻まれたものや円面硯の一部が発見され、近

隣に古代の美祢郡の役所やその関連施設等があった可能性を示すものとして注目されます。
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Ⅰ　遺跡の位置と環境

　上領遺跡は、美祢市大嶺町大字東分字上領に所在する弥生時代から中世にかけての集落遺跡であ

る。東西１㎞、南北３．２㎞ほど広がる大嶺盆地の西周縁、厚狭川西岸に立地する。尾原山の南麓で、

舌状に伸びる低丘陵の付け根部分にあたる。

　美祢市は本州最西端部を占める山口県の西部中央部、日本海と瀬戸内海のほぼ中間に位置する。秋

吉台カルスト地形の西側にあたり、古生代・中生代・新生代の各地質時代の地層にみられる化石の豊

富さで「化石の宝庫」と評されている。地下資源が豊富で、石灰岩・硅石・大理石などを産出してい

る。美祢市域は、標高１００ｍ以上の中小起伏山地と丘陵地によって占められている。一部の木屋川水

系地域を除けば、市の中央を流れ周防灘に注ぐ厚狭川水系に属する。北部には標高６００ｍを超える花

尾山山地があり、日本海側と瀬戸内海側の分水嶺となる。また、厚狭川東岸の地域は石灰岩台地およ

び丘陵地となっており、標高３００ｍ～３５０mの小起伏面台地である於福台や伊佐台が広がる。カルスト

地形特有の凹地形であるドリーネやウバーレが多く、ウバーレにある入見の集落は特に有名である。

市の中心部に位置する大嶺盆地や伊佐盆地は、縁辺ポリエの性格をもつ。その南には真言宗の古刹南

原寺が八合目に所在する桜山がある。気候は寒暖の差が大きい内陸性の気候を呈し、県内では寒冷・

多雨地域に属する。

　美祢市やその周辺部における人類の営みの開始は、採集された石器等により岩宿時代（旧石器時

代）であると推定されている。秋吉台上の北馬コロビでは頁岩やサヌカイト製の尖頭形石器、船が窪

からはチョッパーやナイフ形石器が採集されている（１）。また、美祢市域からは、大嶺町西渋倉丘陵で

礫核石器、於福万光の洪積台地からはスクレイパーが確認されるなど、僅かではあるが岩宿時代の人

類の痕跡を垣間見ることができる。これらの地域には石灰岩洞窟が分布し、哺乳動物の化石が多く見

つかっている。岩宿時代まで遡る人骨の発見が期待されているが、現在のところ、その確実な例はな

い。今から約１万３０００年前、日本列島では土器を製作、使用する文化が誕生した。縄文時代である。

地質学上では洪積世が終わり、沖積世の時代となる。秋吉台上やその台麓には縄文時代の遺跡が多く

分布している。昭和３１年（１９５６年）には秋吉台において組織的な学術調査が行われ、多くの遺跡が発

見された（２）。美祢市域には大嶺町長ケ坪の洞穴住居遺跡の可能性があるコジキ穴遺跡（３）、於福町萩原

の萩原遺跡がある。

　その後、大陸より灌漑を伴う本格的な稲作農耕技術が伝播し、長かった狩猟・採集の時代は終わり

を告げる（４）。縄文時代に後続する弥生時代は金属器の使用や大陸系磨製石器等によっても特徴づけら

れる。この時代、人々は秋吉台やその台麓から徐々に沖積平野縁辺の低丘陵に下りてくる。これはポ

リエの湧水と深く関係すると考えられている。なぜなら、厚狭川流域の於福盆地や大嶺盆地、伊佐盆

地などのカルスト盆地周縁の低丘陵や洪積台地上に遺跡が集中するからである（５）。大嶺盆地を望む比

高３０m余りの洪積台地にある大嶺町中村の東分中村遺跡では高等学校のグラウンド拡張工事中に多く

の土坑が発見され、緊急発掘調査が行われた。多くの貯蔵穴や竪穴住居と思われる遺構、遠賀川式土

器の系統のものを含む弥生土器、稲作農耕に使用したと考えられる磨製石庖丁や石斧等の大陸系磨製

石器などが出土した。この調査により弥生時代前期から古墳時代にかけて断続的に人々が居住してい
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第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡

１　上領遺跡　２　下領遺跡Ａ地区　３　下領遺跡Ｂ地区　４　東分中村遺跡　５　東分中村古墳　６　吉則古墳

７　平城遺跡　８　東渋倉遺跡　９　西渋倉遺跡　10　下村遺跡Ｂ地区　11　下村遺跡Ａ地区　12　小林古墳

13　南原寺遺跡　14　内川遺跡　15　内川古墳　16　広下遺跡　１７　広下古墳　１８　野崎遺跡　１９　丸山遺跡

２０　伊佐台遺跡　２１　横道古墳　２２　コジキ穴遺跡　２３　彦山遺跡　２４　彦山古墳　２５　向原遺跡　２６　曽根遺跡

２７　宮ノ前古墳群　２８　砂地岡遺跡　２９　上ノ山遺跡
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たということが確認された（６）。また、厚狭川東岸の伊佐台の西端に立地する大嶺町長ヶ坪の彦山遺跡

からは弥生時代中期の土器や未製品を含む多くの石斧が出土している。この遺跡は厚狭川の氾濫原か

らの比高が４６m余りあり、畑作あるいは防衛的機能をもった高地性集落として注目されている。さら

に、大嶺盆地東縁に立地する大嶺町曽根の曽根遺跡からは弥生時代後期の竪穴住居と土坑が検出され

ている（７）。そして、於福盆地周縁部に位置する砂地岡遺跡（８）と上ノ山遺跡（９）でも近年発掘調査が行わ

れ、弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居が多数発見された。

　３世紀の中頃になると、各地で巨大な墳丘をもつ墓が築かれ始めた。古墳時代である。伊佐町内川

の内川古墳は伊佐盆地南東部の丘陵上に位置する古墳時代前半の２基の組合式箱式石棺墓からな

る（１０）。伊佐町広下の広下古墳は標高２００メートルの空山の山腹急斜面にあり、横穴式石室を内部主体

とする。大嶺町長ヶ坪の彦山古墳は大嶺盆地に面した標高１２０メートルの舌状台地に位置する。横穴

式石室を有する２基の円墳である。於福町於福下の宮ノ前古墳群は、於福ポリエの段丘に連なる丘陵

の稜線ならびに丘麓に立地し、２基の円墳が確認されている。そして、特に注目すべきは古墳時代後

期に比定される大嶺町向原の横道古墳である。伊佐台の甲の上南西中腹と、山麓台地の２か所に構築

されている。７基ほど確認されており、３号墳に埋葬された人骨は幼児から熟年までの９体で、追葬

された家族墓とみられている。また、鉄鏃や須恵器の坏、平瓶と土師器の破片等が出土している（１１）。

古墳時代前期には弥生時代の伝統をひく組合式箱式石棺墓が見られ、後期になると大嶺盆地周縁に横

穴式石室をもつ古墳が多く構築されるのがこの地域の特徴であるといえよう。古墳時代の集落跡とし

ては上領遺跡が知られている。土製の勾玉や、祭祀用に使われたと推定される土師器が多数出土して

いる。さらに、弥生時代後期の土器を出土するとともに、土師器を伴う炉跡のある住居跡が確認され

ている（１２）。今回の発掘調査で、更に詳しくかつてのこの地の様子が浮き彫りになることが期待され

る。この他の集落跡と考えられているものには、大嶺町向原の向原遺跡、伊佐町内川の内川遺跡、伊

佐町広下の広下遺跡などがある。いずれも平地周縁の沖積低地や丘陵部に立地している。

　大化２年（６４６年）、新政権は改新の詔を発して、これまでの国造の国を再編成し、新しく全国を国

に分けて、国の下に評（後に郡と改称）、評の下には里（後に郷と改称）を置き、初めて公地公民の

理念による地方行政組織の確立に着手した。穴門国（後に長門国と改称）はこのとき阿武と穴門の両

国を合わせて新しく成立した。国衙は豊浦郡の長府に置かれた。美祢郡は穴門国の一部であったこと

が「和名類聚抄」より分かり、現在の美祢市域は美祢郡の西部に位置している。美祢郡には、美祢・
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すすき い さ

 賀 萬
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   ・阿津・ 意  福 （於福）・ 久  喜 の７郷があったと考えられている。このうちの美祢・位
お ふく く け

佐・阿津・意福の４郷に 稲妻 郷（１３）に属していた豊田前町を加えた地域が現在の美祢市域に一致してい
いなめ

る。「延喜式」の諸国駅伝馬の項により、山陽道と山陰道を結ぶ陰陽連絡小路沿いに、美祢市域には

阿津・鹿野（大嶺に所在か）・意福の駅屋が設けられたとみられる。美祢郡の郡家（郡衙）は現在の美

祢市大嶺町内にあったと思われ、その場所は明確でないが、郡の長官である郡司には「大領」・「少

領」・「主政」・「主帳」と呼ぶ４部官があったことから、この中の「大領」・「少領」の名により、大嶺

町東分の上領・下領の付近が想定されている。また、大嶺の地名は大領のいたことからついたとも考

えられている。美祢市域には各地に「坪」の地名が残っており、伊佐町伊佐の野崎や大嶺町の曽根か

ら吉則にかけては美祢条里の痕跡がみられるが、開発時期は不明である。



　平安時代末から中世にかけて、大嶺・伊佐・於福の荘園は京都石清水八幡宮領で、厚保の一部が厚

狭郡正法寺領であった。「正慶乱離志」によると、元弘３年（１３３３年）に石見の高津道性葉が１０ヵ国

３千の大軍を率いて長門探題北条時直軍と大嶺で戦ったとされている。当時、大嶺の地頭は由利・河

越両氏であった。南北朝時代も終わりに近づくと、長門守護大内弘世の勢力が荘園に及び、さらに文

明年間（１４６９年～１４８７年）頃には大内の家臣である杉美作守重道が大嶺を支配する。この頃、連歌師

宗祇が杉の館を訪ねていることが「筑紫道記」に書かれている。

　江戸時代には美祢市域にあたる先美祢（厚狭川流域）は、毛利氏の萩藩（長州藩）領で、厚狭郡吉

田に勘場を置く吉田宰判の支配下に属した。近世から明治にかけて先美祢の政治・経済の中心地とし

て最も栄えたのは伊佐市で、その南に隣接する伊佐の徳定は家庭常備薬の売薬で広く知られた。近世

の主要街道の一つだった赤間関街道（中道筋）は萩から先美祢を通り、赤間関（現下関市）に至り、

河原宿と四郎ヶ原宿の２宿が設けられた。この街道は、馬関戦争に伴う諸隊や物資の移動に利用さ

れ、また、藩政府のいわゆる俗論派と戦うために奇兵隊ら諸隊が北上したことでも知られている。

　明治１２年（１８７９年）、前美祢（厚東川流域）と先美祢は合して、美祢郡役所の統一行政管内となっ

た。明治３７年（１９０４年）に海軍省が無煙炭採掘を始め、国鉄美祢線が敷設され、大嶺炭田は活況を呈

した。昭和２９年（１９５４年）、大嶺町・伊佐町・東厚保村・西厚保村・豊田前町・於福村の近隣６町村が

合併して市制を施行した。その後、昭和３３年（１９５８年）に厚狭郡楠町奥万倉の一部を、昭和６２年

（１９８７年）には豊浦郡豊田町殿敷の一部を編入し今日に至る。

　以上、上領遺跡周辺の歴史を概観したが、東分上領から吉則にかけての大嶺地区は弥生時代以来、

人々が定住し現代に至るまで、美祢の歴史の中で常に重要な位置を占めたことは確かなようである。

〈註〉
（１）　小野忠 「考古学上より観た秋吉台�台面の予察調査報告�」『秋吉台学術調査報告書』山口県教育委員会　
１９５７年。　（２）　註（１）に同じ。　（３）　岡藤五郎「山口県秋吉台『コジキ穴』洞窟調査概報」『十周年記念研究集録』
山口県立大嶺高等学校　１９６１年。　岡藤五郎「秋吉台『コジキ穴』洞窟調査報告」『秋吉台科学博物館報告』第２号　秋
吉台科学博物館　１９６３年。　（４）　これまで紀元前５～４世紀とされてきた弥生時代の開始期に関しては、国立歴史民
俗博物館により炭素年代にもとづく新たな実年代が提起され、大きな議論を呼んでいる。　（５）　河本芳久「原始時
代」『美祢市史』美祢市　１９８２年。　（６）　美祢市教育委員会編『中村遺跡緊急発掘調査報告書』　１９６７年。　（７）　美
祢市教育委員会編『美祢市曽根遺跡調査概報』産炭地域振興事業団　１９７２年。　（８）　 崎悦夫・渡辺一雄編「砂地岡
遺跡」『山口県埋蔵文化財調査報告』第１６０集　財団法人山口県教育財団　山口県教育委員会　１９９３年。　（９）　谷口哲
一編「上ノ山遺跡」『山口県埋蔵文化財調査報告』第１６８集　財団法人山口県教育財団　山口県教育委員会　１９９４年。　
（１０）　山口県教育委員会文化課編「内川古墳・乗ノ尾遺跡」『山口県埋蔵文化財調査報告』第２４集　山口県教育委員会
１９７４年。　（１１）　河本芳久編「横道古墳」『美祢市文化財資料』第２集　美祢市教育委員会　１９７４年。　（１２）　河本芳久
氏の教示による。　（１３）　時期は不明であるが、稲妻郷は大津郡から豊浦郡に転属した。

〈引用・参考文献〉
美祢市史編集委員会編『美祢市史』美祢市　１９８２年。
美祢市郷土文化研究会編『美祢市の文化財』美祢市教育委員会　２００１年。
小野忠 『山口県の考古学』吉川弘文館　１９８５年。
河本芳久・篠田忠夫・池田善文編『南原寺遺跡第１次発掘調査概報』美祢市教育委員会　１９８３年。
河本芳久編『東分中村経塚』美祢市教育委員会　２０００年。
奈良本辰也・三坂圭治監修「山口県の地名」『日本歴史地名大系』第３６巻　平凡社　１９８０年。
臼杵華臣・小川國治・三浦肇監修『山口県風土記』旺文社　１９９０年。
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Ⅱ　調査の経緯と概要

　一般県道湯ノ口美祢線道路改良（宅地関連）工事に先立ち、山口県教育委員会は、平成１４年度に埋

蔵文化財の有無について、事前の試掘調査を行った。その結果、遺跡の埋存が確認されたため、関係

機関と協議を行い、現状保存が困難な美祢市大嶺町大字東分字上領地内の３，２００㎡の地域について発

掘調査を行うことになった。調査は、山口県の委託により財団法人山口県教育財団が実施することに

なった。

　平成１５年４月上旬に、発掘調査を始めるにあたって、山口県美祢土木事務所等、関係機関と綿密な

打ち合わせを行うとともに、近隣の小中学校・警察署・消防署等に安全確保のための理解と協力を要

請した。また、調査区の確認や事務所用地・排土場の確保、業者との打ち合わせ等諸準備をすませ、

発掘調査の日程的な計画を立てた。

　調査区は、細長く連続したものであったが、南西側の標高の低い地区を１地区（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ

１Ｄ）、農業用水路で隔てられた東側の地区を２地区（２Ａ、２Ｂ）、北東側の山の斜面にかかってい

る地区を３地区（３Ａ、３Ｂ）とした。

　５月上旬に各地区にトレンチを設定し、逐次遺

構面を確認した。同時に農業用水路の迂回に伴っ

て消失する場所の調査を先行して行った。なお、

最も山側の３Ｂ地区では、遺構面までの深さと安

全面を考慮して、トレンチ調査のみとし、重機に

よる表土除去を３Ａ地区から開始した。そして、

表土除去が終了した地区から遺構検出作業を行っ

た。その結果、１地区には、１Ａ地区と１Ｂ地区西側、ならびに１Ｄ地区に遺物包含層が広がるこ

と、２地区は、南西から南東側にかけて遺物包含層が広がることがわかった。また、２Ｂ地区を除く

すべての地区から多くの遺構を確認した。一方、遺構検出作業と並行して、転落事故防止のために、

道路と調査区の間に杭を打ちロープを張ったりする防災作業も行った。

　６月中旬に国土座標を設置し、その後平板測量を行った。遺構の掘り込み作業は、遺物包含層上面

に検出された遺構から着手した。その結果、１地区は主に中世の遺構が分布しており、２地区には主

に古代の遺構が分布していることがわかった。

　ここまで順調に作業は進んでいたが、６月中旬

からの梅雨と台風の影響で雨天の日が増えたこと

からその後の作業を悩ますこととなった。地形的

に低く、水の排出口がない１Ａ地区と１Ｂ地区西

側、１Ｃ地区は完全に冠水することもあったので、

ポンプで水を汲み上げ排水溝に流していた。しか

し、近年まれにみる集中豪雨により、隣家の畑や

溝に水が流れ込む危険性が出てきたので、調査区

重機による表土除去作業

遺構掘り込み作業



の周囲に土嚢を積み上げたり、排水経路を変更した

りすることで対応していった。

　７月上旬、地元の重安小学校の発掘体験学習の予

定であったが、前日までの雨のため掘り込みを中止

し、学校で「遺跡とむかしのくらし」についての出

前授業を行った。子供たちは提示された土器や石器

に興味関心をもった様子であったが、発掘体験がで

きないのを残念がっていた。

　７月下旬からの猛暑では、作業員の方々の健康面への影響が心配されたので、適切な労務管理に配

慮しながら、慎重に休憩の回数を増やして作業を進めた。

　８月上旬には一部を除いて、地山面の遺構の掘り込みもほぼ終了した。その結果、調査区全体にわ

たって中世の集落跡、重複して１Ｂ、１Ｄ、２Ａ地区には古代の集落も存在したことがわかった。

　そして、８月下旬には、現地説明会を実施した。地元の人を中心に１００人を越える参加者があった。

熱心に説明に耳を傾け、遺物や遺構を見る姿から、遺跡に対する関心の高さがうかがえた。

　９月上旬には、雨天のため延期になっていた空中写真撮影も無事終了した。その後、完掘状況のグ

リッド実測と平行して、遺物包含層の広がる１Ａ、

１Ｂ地区西側、並びに１Ｄ地区についてはトレンチ

で地山面を確認し、包含層の除去作業を進めていっ

た。思った以上に包含層は厚く、多くの労力を要し

た。しかし、包含層の土色にまぎれていた遺構を多

く発見するとともに、１Ｂ地区南西部の地山面より

弥生時代の遺構が確認できた。９月中旬には、すべ

ての掘り込みを終了。９月下旬に現地確認の上、図

面整理等も済ませ、すべての現地調査を完了した。

　その後、山口県埋蔵文化財センターにおいて、出土遺物の洗浄・復元と実測、遺物の写真撮影を行

い、資料を整理し、この報告書を刊行した。
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空中写真撮影

現地説明会
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第２図　調査区設定図
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Ⅲ　遺　　構

　今回の発掘調査で検出された主な遺構は、掘立柱建物跡２６棟、土坑３８基、溝状遺構６条、柱穴約

１，１００個である。これらは、出土遺物などからみて弥生時代及び古代から中世にかけての遺構である。

南西側の標高の低い１Ａ地区と１Ｂ地区南西側に遺物包含層が広がる。この包含層上面から１Ｂ地区

北東側にかけては、主に中世の遺構が分布している。また、この包含層下には弥生時代前期後半の遺

構が分布している。一段高くなっている１Ｄ地区、２Ａ地区南西側、及び２Ａ地区南東側にも遺物包

含層が広がっている。包含層上に古代から中世にかけての遺構が分布している。後世の削平を受けた

と考えられる２Ｂ地区からは、遺構は確認できなかった。北東側の山裾に位置する３Ａ地区は、中世

の遺構が分布している。３Ｂ地区は、トレンチ調査の結果、遺構は確認できなかった。

１　掘立柱建物跡（第４図～９図、図版３）

　今回の調査で１，０００を超える柱穴が検出され、その配列関係から２６棟の掘立柱建物が復元できた（第

１表）。建物は１Ａ、１Ｂ、１Ｄ、２Ａ、３Ａ地区で確認された。その中でも後世の削平が少ないと考

えられる１Ｂ地区東側と３Ａ地区に集中した。建物は１間×１間が６棟、２間×１間が１２棟、２間×２間

が６棟、３間×２間が２棟で比較的小規模なものが大半を占める。建物は全て身舎のみのもので、庇が

付属したものはない。掘立柱建物を構成する柱穴から出土した遺物より時代を確定できたものは１５棟であっ

た。古代のものが３棟、中世のものが１２棟である。中世の建物には棟方向に規則性を看取できない。ま

た、相対的に古代の建物の方が中世の建物よりも面積が広い傾向にある。以下、詳細を述べる。

ＳＢ１（第４図）　１Ａ地区に位置する２間×１間の建物である。ＳＢ２、ＳＢ３と重なり合う。規

模は桁行長５．００ｍ、梁行長２．９０ｍで、平面形は長方形である。面積は１４．５㎡。棟方向はＮ６９°Ｗ。柱

穴の大きさは長径２６～６２㎝、深さは１６～２２㎝である。柱穴から出土した遺物はなく、時代は不明である。

ＳＢ２（第４図）　 １Ａ地区に位置する２間×１間の建物である。ＳＢ１、ＳＢ３と重なり合う。規

模は桁行長４．７０ｍ、梁行長２．４０ｍで、平面形は長方形である。面積は１１．３㎡。棟方向はＮ８１°Ｗ。柱

穴の大きさは長径３３～６４㎝、深さは８～４２㎝である。柱穴から出土した遺物はなく、時代は不明である。

ＳＢ３（第４図）　 １Ａ地区に位置する２間×１間の建物である。ＳＢ１、ＳＢ２と重なり合う。規

模は桁行長３．５４ｍ、梁行長２．５２ｍで、平面形は長方形である。建物の西面中央の柱穴は確認できなか

った。面積は８．９㎡。棟方向はＮ３°Ｗ。柱穴の大きさは長径２２～２９㎝、深さは８～２３㎝である。柱

穴からは陶器が出土しているが、時代は不明である。

ＳＢ４（第４図）　 １Ｂ地区南西側に位置する１間×１間の建物である。規模は桁行長２．７４ｍ、梁行

長１．７４ｍで、平面形は長方形である。面積は４．８㎡。棟方向はＮ８６°Ｗ。柱穴の大きさは長径３２～３８

㎝、深さは２８～３８㎝である。柱穴からは弥生土器、土師器、須恵器（坏蓋）、瓦質土器（足鍋）、鉄製

品（鉄釘２２７）が出土している。この建物は中世に比定される。

ＳＢ５（第４図）　 １Ｂ地区南西側に位置する２間×１間の建物である。ＳＢ６と重なり合う。規模

は桁行長３．９６ｍ、梁行長２．６０ｍで、平面形は長方形である。建物の東面中央の柱穴は確認できなかっ

た。面積は１０．３㎡。棟方向はＮ６２°Ｅ。柱穴の大きさは長径２０～３０㎝、深さは１０～２０㎝である。柱穴



からは土師器（坏３）が出土している。この建物は中世に比定される。

ＳＢ６（第４図）　 １Ｂ地区南西側に位置する２間×１間の建物である。ＳＢ５と重なり合う。規模

は桁行長３．９２ｍ、梁行長３．１８ｍで、平面形は長方形である。面積は１２．５㎡。棟方向はＮ７°Ｅ。柱穴

の大きさは長径２３～４２㎝、深さは１０～４６㎝である。柱穴からは弥生土器、土師器、須恵器（坏蓋）、

瓦質土器（焙烙７６）、青磁が出土している。この建物は中世に比定される。

ＳＢ７（第５図）　 １Ｂ地区北東側に位置する１間×１間の建物である。ＳＢ８と重なり合う。規模

は桁行長３．４８ｍ、梁行長２．１０ｍで、平面形は長方形である。面積は７．３㎡。棟方向はＮ７３°Ｅ。柱穴

の大きさは長径３４～５２㎝、深さは１８～５３㎝である。柱穴からは土師器、青磁（碗４）が出土してい

る。この建物は中世に比定される。

ＳＢ８（第５図）　 １Ｂ地区北東側に位置する２間×２間の建物である。ＳＢ７と重なり合う。規模

は桁行長５．４４ｍ、梁行長３．８０ｍで、平面形は長方形である。建物の西面中央の柱穴は攪乱坑と、南面

中央の柱穴はＳＫ１１６９と重複し確認できなかった。面積は２０．７㎡。棟方向はＮ６３°Ｗ。柱穴の大きさ

は長径２７～４２㎝、深さは１０～６４㎝である。柱穴からは土師器、須恵器が出土しているが、時代は不明

である。

ＳＢ９（第５図）　１Ｂ地区北東側に位置する。ＳＢ１０と重なり合う。３間×２間の建物としているが、

調査区境に位置しているので確実ではない。規模は桁行長６．７６ｍ、梁行長４．７６ｍで、平面形は長方形

である。面積は３２．２㎡で、今回の調査では最大である。棟方向はＮ８３°Ｗ。柱穴の大きさは長径３２～６０

㎝、深さは２３～３８㎝である。柱穴から土師器、須恵器が出土している。この建物は古代に比定される。

ＳＢ１０（第５図）　１Ｂ地区北東側に位置する。ＳＢ９と重なり合う。２間×１間の建物としている

が、調査区境に位置しているので確実ではない。規模は桁行長５．２８ｍ、梁行長３．３４ｍで、平面形は長

方形である。面積は１７．６㎡。棟方向はＮ８８°Ｗ。柱穴の大きさは長径２６～６８㎝、深さは１０～３８㎝であ

る。柱穴から出土した遺物はなく、時代は不明である。

ＳＢ１１（第６図）　 １Ｂ地区北東側に位置する２間×２間の建物である。ＳＢ１２と重なり合う。規模

は桁行長３．７０ｍ、梁行長３．６２ｍで、平面形は正方形に近い。面積は１３．４㎡。棟方向はＮ８８°Ｗ。柱穴

の大きさは長径２６～６８㎝、深さは７～５０㎝である。柱穴からは土師器、須恵器が出土している。この

建物は中世に比定される。

ＳＢ１２（第６図）　１Ｂ地区北東側に位置する２間×２間の建物である。ＳＢ１１、ＳＢ１３と重なり合

う。規模は桁行長５．８０ｍ、梁行長５．１４ｍで、平面形は長方形である。面積は２９．８㎡。棟方向はＮ７４°

Ｗ。柱穴の大きさは長径３０～７４㎝、深さは１６～６６㎝である。柱穴からは土師器（皿６）、須恵器

（甕）、瓦質土器、鉄製品（鉄釘２２８）が出土している。この建物は中世に比定される。

ＳＢ１３（第６図）　 １Ｂ地区北東側に位置する２間×２間の建物である。ＳＢ１２と重なり合う。規模

は桁行長４．５４ｍ、梁行長３．６８ｍで、平面形は長方形である。建物の南東端の柱穴は攪乱坑と重複し確

認できなかった。面積は１６．７㎡。棟方向はＮ１３°Ｅ。柱穴の大きさは長径１６～４２㎝、深さは１２～９４㎝

である。この建物を構成するＳＰ１２６１には柱根（１２）が残存していた。柱穴からは鉄製品（鉄釘１０、

１１）が出土しているが、時代は不明である。

ＳＢ１４（第７図、図版３）　 １Ｄ地区南西側に位置する。２間×１間の建物としているが、調査区境
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に位置しているので確実ではない。規模は桁行長５．５４ｍ、梁行長２．６０ｍで、平面形は長方形である。

面積は１４．４㎡。棟方向はＮ５°Ｅ。柱穴の大きさは長径２８～８６㎝、深さは２３～３２㎝である。柱穴から

は土師器、須恵器が出土している。この建物は中世に比定される。

ＳＢ１５（第７図、図版３）　１Ｄ地区東側に位置する２間×１間の建物である。ＳＢ１６と重なり合

う。規模は桁行長４．３８ｍ、梁行長２．７２ｍで、平面形は長方形である。建物の東面中央の柱穴は確認で

きなかった。面積は１１．９㎡。棟方向はＮ６６°Ｗ。柱穴の大きさは長径２２～４８㎝、深さは７～２８㎝であ

る。柱穴からは土師器（坏７、皿８）、須恵器が出土している。この建物は中世に比定される。

ＳＢ１６（第７図、図版３）　１Ｄ地区東側に位置する１間×１間の建物である。ＳＢ１５と重なり合

う。規模は桁行長３．５８ｍ、梁行長３．３８ｍで、平面形は正方形に近い。面積は１２．１㎡。棟方向はＮ８２°

Ｗ。柱穴の大きさは長径２６～４２㎝、深さは１４～４５㎝である。柱穴からは土師器が出土している。この

建物は中世に比定される。

ＳＢ１９（第７図）　 ３Ａ地区南西側に位置する２間×１間の建物である。ＳＢ２０、ＳＢ２２、ＳＢ２４と

重なり合う。規模は桁行長３．８６ｍ、梁行長２．３６ｍで、平面形は長方形である。面積は９．１㎡。棟方向

はＮ７８°Ｅ。柱穴の大きさは長径２１～３２㎝、深さは１５～２４㎝である。柱穴から出土した遺物はなく、

時代は不明である。

ＳＢ１８（第７図、図版３）　 ２Ａ地区南西側、ＳＢ１７の東に位置する２間×２間の建物である。規模

は桁行長４．４６ｍ、梁行長３．０６ｍで、平面形は長方形である。建物の東面中央の柱穴は確認できなかっ

た。面積は１３．６㎡。棟方向はＮ６°Ｅ。柱穴の大きさは長径２６～５２㎝、深さは１０～３４㎝である。柱穴

からは土師器、須恵器（坏蓋９）が出土している。この建物は古代に比定される。

ＳＢ２０（第７図）　３Ａ地区南側に位置する。ＳＢ１９と重なり合う。２間×１間の建物としているが、

調査区境に位置しているので確実ではない。規模は桁行長３．６４ｍ、梁行長２．７８ｍで、平面形は長方形

である。面積は１０．１㎡。棟方向はＮ３８°Ｅ。柱穴の大きさは長径２２～４４㎝、深さは９～３８㎝である。

柱穴からは土師器が出土している。この建物は中世に比定される。

ＳＢ１７（第８図、図版３）　１Ｄ・２Ａ地区、ＳＢ１８の西に位置する３間×２間の建物である。規模は桁

行長５．０２ｍ、梁行長４．３０ｍで、平面形は長方形である。建物の西面の２柱穴は確認できなかった。面積

は２１．６㎡。棟方向はＮ８４°Ｗ。柱穴の大きさは長径３２～５５㎝、深さは１２～４４㎝である。柱穴からは土師

器、須恵器が出土している。この建物は古代に比定される。同時代の建物と考えられるＳＢ９とは棟方向

がほぼ等しい。また、隣接するＳＢ１８とは棟方向が直行し、同時期に並存していた可能性がある。

ＳＢ２１（第８図）　３Ａ地区北西側に位置する。ＳＢ２２と重なり合う。２間×１間の建物としている

が、調査区境に位置しているので確実ではない。規模は桁行長３．９０ｍ、梁行長２．１０ｍで、平面形は長

方形である。面積は８．２㎡。棟方向はＮ８８°Ｅ。柱穴の大きさは長径２２～２６㎝、深さは１７～２６㎝であ

る。柱穴から出土した遺物はなく、時代は不明である。

ＳＢ２２（第８図）　３Ａ地区北西側に位置する２間×２間の総柱建物である。ＳＢ１９、ＳＢ２１、ＳＢ

２３、ＳＢ２４と重なり合う。規模は桁行長４．７８ｍ、梁行長３．８４ｍで、平面形は長方形である。面積は

１８．４㎡で、３Ａ地区では最も大きい。棟方向はＮ３６°Ｅ。柱穴の大きさは長径２２～３４㎝、深さは８～

３４㎝である。柱穴から出土した遺物はなく、時代は不明である。
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第７図　掘立柱建物跡実測図④
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第８図　掘立柱建物跡実測図⑤



�　19　�

ＳＢ２３（第９図）　 ３Ａ地区北側に位置する１間×１間の建物である。ＳＢ２２、ＳＢ２４と重なり合う。規

模は桁行長２．９６ｍ、梁行長２．６８ｍで、平面形は正方形に近い。面積は７．９㎡。棟方向はＮ４１°Ｅ。柱

穴の大きさは長径３０～３２㎝、深さは１０～３２㎝である。柱穴から出土した遺物はなく、時代は不明である。

ＳＢ２４（第９図）　 ３Ａ地区中央に位置する１間×１間の建物である。ＳＢ１９、ＳＢ２２、ＳＢ２３、Ｓ

Ｂ２５と重なり合う。規模は桁行長２．９４ｍ、梁行長２．６２ｍで、平面形は正方形に近い。面積は７．７㎡。

棟方向はＮ７５°Ｅ。柱穴の大きさは長径２５～４４㎝、深さは１２～２８㎝である。柱穴から出土した遺物は

なく、時代は不明である。

ＳＢ２５（第９図）　３Ａ地区南東側に位置する１間×１間の建物である。ＳＢ２４、ＳＢ２６と重なり合

う。規模は桁行長３．００ｍ、梁行長２．８６ｍで、平面形は正方形に近い。面積は８．６㎡。棟方向はＮ３９°

Ｅ。柱穴の大きさは長径２１～３２㎝、深さは１０～２０㎝である。柱穴からは土師器が出土している。この

建物は中世に比定される。

ＳＢ２６（第９図）　３Ａ地区南東側に位置する。ＳＢ２５と重なり合う。２間×１間の建物としている

が、調査区境に位置しているので確実ではない。規模は桁行長４．００ｍ、梁行長２．２２ｍで、平面形は長

方形である。面積は８．９㎡。棟方向はＮ１２°Ｅ。柱穴の大きさは長径２０～３４㎝、深さは１１～３０㎝であ

る。柱穴からは土師器が出土している。この建物は中世に比定される。
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第１表　掘立柱建物跡一覧表

備　考時代出土遺構

柱　　間

棟方向
規模
（間）

遺構
番号

地区 梁　　行桁　　行

建物の南西隅から（m）建物の南西隅から（m）

２．９０５．００（２．４０・２．６０）Ｎ６９°Ｗ２×１ＳＢ１１Ａ１

２．４０４．７０（２．５０・２．２０）Ｎ８１°Ｗ２×１ＳＢ２１Ａ２

※北東隅から陶器※２．５２※３．５４（１．４６・２．０８）Ｎ３°Ｗ２×１ＳＢ３１Ａ３

中世

弥生土器、土師器
須恵器（坏蓋）
瓦質土器（足鍋）
鉄製品（鉄釘２２７）

１．７４２．７４　Ｎ８６°Ｗ１×１ＳＢ４１Ｂ４

中世土師器（坏３）２．６０３．９６（２．２０・１．７６）Ｎ６２°Ｅ２×１ＳＢ５１Ｂ５

中世

弥生土器、土師器
須恵器（坏蓋）
瓦質土器（焙烙７６）
青磁

３．１８３．９２（１．５６・２．３６）Ｎ７°Ｅ２×１ＳＢ６１Ｂ６

中世土師器、青磁（碗４）２．１０３．４８　Ｎ７３°Ｅ１×１ＳＢ７１Ｂ７

※北東隅から土師器、須恵器※３．８０（１．９４・１．８６）※５．４４（２．６４・２．８０）Ｎ６３°Ｗ２×２ＳＢ８１Ｂ８

※北東隅から古代土師器、須恵器※４．７６（２．３８・２．３８）
※６．７６

（２．００・２．７６・２．００）
Ｎ８３°Ｗ３×２ＳＢ９１Ｂ９

※北東隅から※３．３４※５．２８（２．６４・２．６４）Ｎ８８°Ｗ２×１ＳＢ１０１Ｂ１０

中世土師器、須恵器３．６２（１．７０・１．９２）３．７０（１．６２・２．０８）Ｎ８８°Ｗ２×２ＳＢ１１１Ｂ１１

中世
土師器（皿６）、須恵
器（甕）、瓦質土器　
鉄製品（鉄釘２２８）

５．１４（２．７６・２．３８）５．８０（２．８６・２．９４）Ｎ７４°Ｗ２×２ＳＢ１２１Ｂ１２

※北西隅から
鉄製品（鉄釘１０、１１）
木製品（柱根１２）

※３．６８（２．０４・１．６４）※４．５４（２．２４・２．３０）Ｎ１３°Ｅ２×２ＳＢ１３１Ｂ１３

※南東隅から中世土師器、須恵器※２．６０※５．５４（２．６０・２．９４）Ｎ５°Ｅ２×１ＳＢ１４１Ｄ１４

中世
土師器（坏７、皿８）
須恵器

２．７２４．３８（１．９８・２．４０）Ｎ６６°Ｗ２×１ＳＢ１５１Ｄ１５

中世土師器３．３８３．５８Ｎ８２°Ｗ１×１ＳＢ１６１Ｄ１６

※北東隅から古代土師器、須恵器
※４．３０

（２．０６・２．２４）
※５．０２

（１．８６・１．４２・１．７４）
Ｎ８４°Ｗ３×２ＳＢ１７

１Ｄ
・
２Ａ

１７

古代
土師器
須恵器（坏蓋９）

３．０６（１．７６・２．３０）４．４６（２．１４・２．３２）Ｎ６°Ｅ２×２ＳＢ１８２Ａ１８

２．３６３．８６（２．５４・１．３２）Ｎ７８°Ｅ２×１ＳＢ１９３Ａ１９

※北西隅から中世土師器※２．７８※３．６４（１．８４・１．８０）Ｎ３８°Ｅ２×１ＳＢ２０３Ａ２０

２．１０３．９０（１．７６・２．１４）Ｎ８８°Ｅ２×１ＳＢ２１３Ａ２１

３．８４（１．４６・２．３８）４．７８（２．６４・２．１４）Ｎ３６°Ｅ２×２ＳＢ２２３Ａ２２

２．６８２．９６Ｎ４１°Ｅ１×１ＳＢ２３３Ａ２３

２．６２２．９４Ｎ７５°Ｅ１×１ＳＢ２４３Ａ２４

中世土師器２．８６３．００Ｎ３９°Ｅ１×１ＳＢ２５３Ａ２５

※北西隅から中世土師器※２．２２※４．００（２．０４・１．９６）Ｎ１２°Ｅ２×１ＳＢ２６３Ａ２６
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２　土坑（第１０～１５図、図版５～８）

　今回の調査で、３８基の土坑が確認された。内訳は１地区２６基、２地区１０基、３地区２基。平面形

は、楕円形２１基、円形５基、隅丸長方形３基、隅丸方形２基、不整形７基であった。出土遺物から、

遺構の時期は、弥生時代が４基、古代が６基、中世が８基、時期不明が２０基である。１Ａ地区、１Ｂ

地区南西側遺物包含層上には中世の土坑が分布し、その下には弥生時代の土坑が分布している。ま

た、１Ｄ地区遺物包含層上、２Ａ地区南西側から南東側にかけての遺物包含層上には、古代～中世に

かけての土坑が分布している。以下代表的なものを取り上げる。

ＳＫ１２６３（第１０図、図版５）　 １Ｂ地区南西側の遺物包含層下に位置する。調査区外へ広がるが平面

形は楕円形と推定される。規模は、長軸が残存長で１９３㎝、短軸が１３８㎝、深さは４３㎝。床面は、ほぼ

フラットであるが、南側に落ち込みがある。埋土は、黒褐色粘質土の単層だが、赤褐色粘質土のブロ

ックや炭化物も見られた。弥生土器の壺（２２～２５）、甕（２６～３４）、黒曜石などが多量に出土してお

り、弥生時代前期後半の土坑ではないかと考えられる。

ＳＫ１２６２（第１１図、図版６）　 １Ｂ地区南西側の遺物包含層下に位置する。平面形は隅丸長方形。規

模は、長軸６０８㎝、短軸２５８㎝、深さ８２㎝。床面はフラットで、壁は垂直に落ちている。東側が段状に

一段高く、西側中央に一列に並んだ柱穴が見られ屋根付きの施設の可能性がある。弥生土器の壺（１３

～１７）、甕（１８～２１）が出土しており、弥生時代前期後半の貯蔵穴ではないかと考えられる。
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第１０図　ＳＫ１２６３実測図



ＳＫ２０１４（第１２図、図版７）　２Ａ地区南西側の遺物包含層上に位置する。平面形は楕円形。規模

は、長軸１４６㎝、短軸９０㎝、深さ３３㎝。須恵器の坏蓋（４１、４２）、短頸壺（４３）の他、タタキ目や当て

具の痕が見られる須恵器片や、土師器の甕（４４）、流れ込んだと考えられる弥生土器が出土した。規

模や土器の出土状態から、平安時代の土坑ではないかと考えられる。

ＳＫ２００１（第１３図、図版７）　２Ａ地区中央部南東側の遺物包含層上に位置する。平面形は、楕円

形。規模は、長軸３７㎝、短軸３２㎝、深さ１０㎝と小規模である。環状つまみの須恵器の坏蓋（４５）が出

土した。時期は、奈良時代後半～平安時代前半にかけてと比定できる。

ＳＫ２０１２（第１３図、図版７）　 ２Ａ地区南西部の遺物包含層上に位置する。平面形は、不整形。規模

は、長軸７０㎝、短軸６３㎝、深さは１３㎝。埋土は、黒褐色粘質土の単層。ヘラ書きで「大」の字を刻む

須恵器の坏蓋（３５）を始め、坏蓋（３６、

３７）、坏身（３８、３９）、皿（４０）などの

須恵器が、上層より重なり合うように

して出土した。時期は、奈良時代後半

～平安時代前半にかけての土坑ではな

いかと考えられる。

ＳＫ１０１６（第１４図、図版８）　１Ａ地区

北東側、遺物包含層上に位置する。平

面形は不整形。規模は、長軸１３０㎝、短

軸９４㎝、深さ１６㎝。西側部分に集石が

見られ、その周辺から、瓦質土器の足

鍋の脚部（４９）や擂鉢、鉄製品（２２６）

の他に、弥生土器、須恵器、土師器な

どが出土した。時期は、室町時代と比
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第１２図　ＳＫ２０１４実測図
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定できる。

ＳＫ１０１２（第１４図）　１Ｄ地区北東側、遺物

包含層上に位置する。北東側部分を柱穴に切

られるが、平面形は楕円形と推定される。規

模は、長軸６８㎝、短軸５０㎝、深さ４６㎝。土師

質土器の鍋（４８）の口縁部が出土した。時期

は、鎌倉～室町時代にかけてと比定できる。

ＳＫ１０１５（第１４図、図版８）　 １Ａ地区東側、

遺物包含層上に位置する。東側部分をＳＰ１０５９に切られるが、平面形は楕円形と推定される。土師質

土器の鍋（４７）、砥石（２２４）、土師器などが出土した。時期は鎌倉～室町時代にかけてと比定できる。

ＳＫ３００１（第１４図、図版８）　 ３Ａ地区の中央部に位置する。平面形は楕円形。規模は、長軸８５㎝、

短軸７８㎝、深さ３２㎝。床面や側面が赤褐色に変色し、火を受けた痕跡が確認された。出土遺物はない

が、下層の褐色粘質土中に炭化物が多く見られた。これらのことから火を使用した施設ではないかと

考えられる。時期は不明である。

ＳＫ３００２（第１４図、図版８）　 ３Ａ地区北東部に位置する。北東半は、調査区外へ広がるが、平面形

第１３図　ＳＫ２００１、２０１２実測図
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は円形と考えられる。出土遺物

はないが、上層と最下層の黒褐

色粘質土中に炭化物が多く見ら

れた。時期は不明である。

ＳＫ１１５５（第１５図、図版８）　１

Ｂ地区北東側に位置する。北西

側をＳＫ１１７４に切られているが、

平面形は瓢箪のような不整形で

ある。規模は、長軸は、残存長

で１８２㎝、短軸９２㎝、深さ２２㎝。

埋土は、大部分が赤褐色粘質土

で、床面が火を受け焼け締まっ

ている。これらのことから、火

を使用した施設ではないかと考
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第１４図　ＳＫ１０１６、１０１２、１０１５、３００１、３００２実測図
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えられる。出土遺物がないので時期は不明

である。

３　溝状遺構（第１６図、図版８）

　１地区と２地区において６条の溝が確認

された。いずれも浅く、水の流れた痕跡も

見られない。ＳＤ１０４７以外は、調査区外へ

延びるため、全容は明らかでない。５条

は、北から南へ延び、１条は西から東へ延

びる。以下、代表的なものを取り上げる。

ＳＤ１１６４（第１６図、図版８）　 １Ｄ地区か

ら１Ｂ地区にかけて南北に走る、ほぼ直線

の溝である。検出部分の長さは、１Ｄ地区

約１８ｍ、１Ｂ地区約１０ｍである。１Ｄ地区

でＳＤ１０１７に切られる。１Ｂ、１Ｄ地区共
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第１６図　ＳＤ１１６４土層断面図

第１５図　ＳＫ１１５５実測図



に後世の削平を受けていると考えられ、１Ｄ地区の深さ

は１０～２６㎝、１Ｂ地区の深さは６～１０㎝と浅い。埋土

は、灰黄褐色粘質土の単層。須恵器、白磁、青磁、土師

器、打製石鏃（２１０）、鉄製品などが出土している。時期

は中世と比定できる。

４　柱穴（第１７～１９図、図版８～１０）

　今回の調査では、掘立柱建物を構成するものを含む約

１，１００個の柱穴が検出された。内訳は、１地区約６００個、

２地区約２００個、３地区約３００個である。出土遺物が確認

されたのは２４１個である。時期は、弥生時代から中世ま

であるが、ほとんどが中世であった。後世の削平の影響

からか２Ｂ地区では、確認できなかった。また、１Ｃ地

区、１Ｂ地区中央部では、確認された柱穴が少なかった。

ＳＰ１００４（第１７図、図版８）　 １Ｄ地区中央部、遺物包

含層上に位置する。平面形は円形。規模は、直径３５㎝、

深さ１９㎝。須恵器の坏身（５０）が出土した。時期は、奈

良時代と比定できる。

ＳＰ１０１４（第１７図、図版９）　 １Ａ地区中央部、遺物包

含層上に位置する。北西側部分を柱穴に切られるが、平

面形は楕円形と推測される。規模は、長軸は残存長で３０

㎝、短軸は２７㎝、深さ２９㎝。陶器の瓶（７２）、弥生土器、

須恵器、土師器などが出土した。時期は、室町時代末と

比定できる。

ＳＰ１２６４（第１８図、図版９）　 １Ａ地区南東側、遺物包

含層上に位置する。平面形は、楕円形。規模は長軸３１

㎝、短軸２７㎝、深さ１９㎝。土師器の皿（６７）や弥生土器

が出土した。時期は、室町時代と比定できる。

ＳＰ２００７（第１８図、図版９）　 ２Ａ地区南西側、遺物包

含層上に位置する。平面形は円形。規模は、直径２９㎝、深さ３３㎝。土師器の坏（５６、５７）や須恵器が

出土した。時期は室町時代と比定できる。

ＳＰ１０１３（第１８図、図版９）　１Ｄ地区中央部、遺物包含層上、ＳＢ１５を構成する。平面形は楕円形。

規模は、長軸２７㎝、短軸２１㎝、深さ３１㎝。土師器の坏（７）、皿（８）が出土した。石も混入してい

た。時期は、中世と比定できる。

ＳＰ３００４（第１８図、図版８）　 ３Ａ地区南東部に位置する。平面形は楕円形。規模は、長軸２６㎝、短

軸２２㎝、深さ１４㎝。土師器の台付皿（５５）が出土した。時期は１２～１３世紀のものと比定できる。

ＳＰ１０７５（第１８図、図版９）　 １Ｂ地区北東側に位置する。平面形は不整形。規模は、長軸３７㎝、短
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第１８図　ＳＰ１２６４、２００７、１０１３、３００４、１０７５、１２０５実測図
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軸３５㎝、深さ４５㎝。瓦質土器の鍋（７５）、土師器などが出土した。

時期は、室町時代と比定できる。

ＳＰ１２０５（第１８図、図版９）　 １Ｂ地区南西側、遺物包含層上、

ＳＢ４を構成する。平面形は、楕円形。規模は、長軸３３㎝、短軸

２７㎝、深さ３９㎝。土師器の坏（１）や瓦質土器の足鍋（２）が出

土した。時期は、室町時代と比定できる。

ＳＰ１２６１（第１９図、図版１０）　 １Ｂ地区北東側、ＳＢ１３を構成す

る。平面形は楕円形。規模は、長軸３１㎝、短軸２５㎝、深さ９２㎝。

柱根（１２）が出土した。時期は不明である。

ＳＰ１０１８（第１９図、図版９）　 １Ｄ地区の南西側、遺物包含層上

に位置する。平面形は円形。規模は、直径３１㎝、深さ３９㎝。土師

質土器の鍋（７０）が出土した。また、石が混入していた。時期

は、平安時代と比定できる。

ＳＰ１１３４（第１９図、図版９）　 １Ｂ地区北東側に位置する。平面

形は円形。規模は、直径４８㎝、深さ４８㎝。土師器が出土し、石が

混入していた。時期は中世である。
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５　３Ｂ地区トレンチ（第３図、第２０図、図版１０）

　調査区北東側の３Ｂ地区に南東から北西方向（山の斜面に垂直方向）に約１０．５ｍの長さのトレンチ

を１本、南西から北東方向（山の斜面の方向）に約５ｍと３ｍの長さのトレンチを２本設定した。

　埋土は９層あり、地形に沿う形で堆積している。褐色粘質土の地山面までの深さは、南東側で約５０

㎝、南西側では、１５０㎝以上あった。地山面は、南西の方向に向かって低くなっており、高度が低く

なるほど厚く堆積していた。出土遺物は、中世の土師器片が数点確認できた。地山面からは、遺構と

考えられるものは検出されなかった。

６　遺物包含層（第３図、図版１０）

　調査区が舌状の低丘陵の付け根に位置しているため、地形的に低くなっている１Ａ地区、１Ｂ地区

南西側、及び、１Ｄ地区、２Ａ地区南西側から南東側にかけて遺物包含層が広がる。１Ａ、１Ｂ地区

南西側の遺物包含層は、弥生時代の遺構を覆うもので、この遺物包含層を掘り込んだ中世の遺構があ

る。大きく２層に分かれ、出土遺物に時期差が見られる。上層からは、須恵器の坏蓋（１０８、１０９）、

坏身（１１０～１１６）、長頸壺（１１７）、甕（１１８）、皿又は高坏（１１９）、壺（１２０）、瓦質土器の足鍋（１２１、

１２２）、擂鉢（１２３）、土師質土器の鍋（１２４）、土師器の坏（１２５、１２６）、皿（１２７）、白磁の碗（１２８、

１２９）、石鉢（２０５）など、古代から中世にかけてのものと考えられる遺物が出土した。下層からは、

弥生土器の壺（７７～８９）、甕（９０～１０７）、打製石鏃（２０７、２０９、２１３）、石庖丁（２２３）などが出土し

た。１Ｄ地区、２Ａ地区南西側から南東側にかけての遺物包含層は、包含層上に古代から中世にかけ

ての遺構が見られるが、包含層の下からは遺構が検出されなかった。出土遺物は、ヘラ書きで文字を

刻まれた須恵器の坏身（１６１）や円面硯（１７３）などがあり、郡家の関連施設等が近隣に存在していた

可能性を示す。その他に、須恵器の坏蓋（１３０～１５０）、坏身（１５１～１６９）、高坏（１７０）、皿（１７１）、壺

（１７２）、弥生土器の甕（１７４）、土師器の甕（１７５）、皿（１７６～１８０）、白磁の皿（１８１）、碗（１８２）、青

磁の碗（１８３）、打製石鏃（２０６、２０８）、砥石（２２５）など幅広い時期のものが出土した。これらのこと

から、上領遺跡の遺物包含層は、弥生時代～中世にかけて長い年月をかけて堆積していったものと考

えられる。
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第２０図　３Ｂ地区トレンチ土層断面図
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第２表　遺構一覧表

備　考時　代出土遺物
規模（㎝）

平面形遺構番号地区
深さ短軸長軸

ＳＢ６を構成する。中世土師器１３２０２０円形ＳＰ１００１１Ｂ１

中世土師器、土師質土器（鍋）１９２５３０楕円形ＳＰ１００２１Ｂ２

中世土師器１４３０３０円形ＳＰ１００３１Ｂ３

古代須恵器（坏身５０）１９３５３５円形ＳＰ１００４１Ｄ４

中世土師器（皿６２、坏？６３）、青磁（碗）３１２４３０楕円形ＳＰ１００５１Ｄ５

古代須恵器（坏身５２、坏蓋）、土師器４３３４３８楕円形ＳＰ１００６１Ｄ６

中世須恵器、土師器、土師質土器２１３０３４楕円形ＳＰ１００７１Ｄ７

中世土師器（碗６６）１３２７３２楕円形ＳＰ１００８１Ｄ８

中世
弥生土器（高坏）、須恵器（坏蓋）、

青磁、土師器
１０５４６１楕円形ＳＫ１００９１Ｄ９

中世土師器２３２８２８円形ＳＰ１０１０１Ｄ１０

中世土師器１８２６２６円形ＳＰ１０１１１Ｄ１１

柱穴に切られる。中世土師質土器（鍋４８）４６５０６８楕円形ＳＫ１０１２１Ｄ１２

ＳＢ１５を構成する。石混入。中世土師器（坏７、皿８）３１２１２７楕円形ＳＰ１０１３１Ｄ１３

柱穴に切られる。中世
陶器（瓶７２）、弥生土器、須恵器、

土師器
２９２７（３０）楕円形ＳＰ１０１４１Ａ１４

ＳＰ１０５９に切られる。中世
土師質土器（鍋４７）、土師器、石製

品（砥石２２４）
２０４７（５４）楕円形ＳＫ１０１５１Ａ１５

集石。中世
瓦質土器（足鍋４９、擂鉢）、弥生土

器、須恵器、土師器、鉄製品（２２６）
１６９４１３０不整形ＳＫ１０１６１Ａ１６

ＳＤ１１６４を切る。須恵器（坏身）、青磁、土師器ＳＤ１０１７１Ｄ１７

石混入。古代土師質土器（鍋７０）３９３１３１円形ＳＰ１０１８１Ｄ１８

中世土師器２３２４２７楕円形ＳＰ１０１９１Ｄ１９

中世土師器８２４２８楕円形ＳＰ１０２０１Ｄ２０

ＳＢ１６を構成する。中世土師器１２３０４４楕円形ＳＰ１０２１１Ｄ２１

中世土師器２２２３２７楕円形ＳＰ１０２２１Ｄ２２

ＳＢ１６を構成する。中世土師器１３２７２７円形ＳＰ１０２３１Ｄ２３

古代土師器、須恵器１５２８２８円形ＳＰ１０２４１Ｄ２４

ＳＢ４を構成する。中世土師器９２４２４円形ＳＰ１０２５１Ｄ２５

中世土師器１４２７３５楕円形ＳＰ１０２６１Ｄ２６

古代須恵器（坏身５１）２５２５３５楕円形ＳＰ１０２７１Ｄ２７

中世土師器ＳＤ１０２８１Ａ２８

柱穴に切られる。中世土師器２５１８（３２）楕円形ＳＰ１０２９１Ｄ２９

中世土師器８１８２１楕円形ＳＰ１０３０１Ｄ３０

柱穴に切られる。中世土師器４４５４５円形ＳＰ１０３１１Ｄ３１

中世土師器１８２６３０楕円形ＳＰ１０３２１Ｄ３２

中世土師器、瓦質土器１６３０３０円形ＳＰ１０３３１Ｄ３３

ＳＢ１４を構成する。中世土師器３１３０５２楕円形ＳＰ１０３４１Ｄ３４

中世土師器（台付皿）２０３０３０円形ＳＰ１０３５１Ｄ３５

中世土師器１４２４２４円形ＳＰ１０３６１Ｄ３６

ＳＢ１５を構成する。中世須恵器、土師器２７４０４７楕円形ＳＰ１０３７１Ｄ３７

土師器２６５５６５楕円形ＳＫ１０３８１Ｄ３８

中世土師器４１４５７５楕円形ＳＫ１０３９１Ｄ３９
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備　考時　代出土遺物
規模（㎝）

平面形遺構番号地区
深さ短軸長軸

調査区外へ広がる。中世土師器２３（３８）７５（楕円形）ＳＰ１０４０１Ｄ４０

古代須恵器２９２４３０楕円形ＳＰ１０４１１Ｄ４１

中世土師器１５３５３９楕円形ＳＰ１０４２１Ｄ４２

中世土師器（皿５）、弥生土器８４０４０円形ＳＰ１０４３１Ｄ４３

ＳＢ１４を構成する。中世須恵器、土師器３１４０５２楕円形ＳＰ１０４４１Ｄ４４

中世土師器３２２４２４円形ＳＰ１０４５１Ｄ４５

中世土師器１５３９５６楕円形ＳＰ１０４６１Ｄ４６

ＳＤ１０４７１Ｂ４７

中世土師器９９０９３楕円形ＳＫ１０４８１Ｄ４８

柱根あり。木片１７２５２５円形ＳＰ１０４９１Ｂ４９

柱根あり。木片１８２０２３楕円形ＳＰ１０５０１Ｂ５０

柱根あり。木片１６２０２０円形ＳＰ１０５１１Ｂ５１

ＳＢ１３を構成する。鉄製品（鉄釘１０、１１）１８２２２６楕円形ＳＰ１０５２１Ｂ５２

中世土師器１１２４２４円形ＳＰ１０５３１Ｂ５３

中世土師器２７３４３８楕円形ＳＰ１０５４１Ｂ５４

ＳＢ１１を構成する。中世土師器９２６２６円形ＳＰ１０５５１Ｂ５５

弥生弥生土器８２３２３円形ＳＰ１０５６１Ａ５６

ＳＰ１２７３を切る。中世須恵器、土師器、瓦質土器２８３０４４楕円形ＳＰ１０５７１Ａ５７

弥生弥生土器１２２１２４隅丸方形ＳＰ１０５８１Ａ５８

ＳＫ１０１５を切る。近世？陶器１９２６３１楕円形ＳＰ１０５９１Ａ５９

中世弥生土器、土師器１８２６３１楕円形ＳＰ１０６０１Ａ６０

中世弥生土器、土師器、瓦質土器１５３２４９楕円形ＳＰ１０６１１Ａ６１

弥生土器、土師器２２２５２５円形ＳＰ１０６２１Ａ６２

中世須恵器、土師器、瓦質土器１８３０３９楕円形ＳＰ１０６３１Ａ６３

中世土師器４４４５４７楕円形ＳＰ１０６４１Ａ６４

須恵器１５３４３４円形ＳＰ１０６５１Ａ６５

中世土師器、瓦質土器１６２０２０円形ＳＰ１０６６１Ａ６６

中世
弥生土器、須恵器、土師器、瓦質土

器（足鍋）
１３３４６３楕円形ＳＰ１０６７１Ａ６７

弥生弥生土器１９２４２９楕円形ＳＰ１０６８１Ａ６８

ＳＢ３を構成する。近世？陶器１０２４２４円形ＳＰ１０６９１Ａ６９

１７５０６４楕円形ＳＫ１０７０１Ｃ７０

中世
白磁（碗７４）、弥生土器、須恵器、

瓦質土器
１４２０２５楕円形ＳＰ１０７１１Ａ７１

柱穴を切る。中世土師器（皿６４）、須恵器（甕）１３（１６）２４（楕円形）ＳＰ１０７２１Ａ７２

ＳＰ１２７７に切られる。中世弥生土器（甕）、土師器、瓦質土器２５３５３５円形ＳＰ１０７３１Ａ７３

ＳＤ１０７４１Ｂ７４

ＳＰ１０９４を切る。中世瓦質土器（鍋７５）、土師器４５３５３７楕円形ＳＰ１０７５１Ｂ７５

ＳＢ１２を構成する。中世土師器、鉄製品（鉄釘２２８）５５３１３６楕円形ＳＰ１０７６１Ｂ７６

中世土師器６２３０３０円形ＳＰ１０７７１Ｂ７７

中世土師器２０２８３５楕円形ＳＰ１０７８１Ｂ７８

ＳＢ７を構成する。中世土師器１５３８３８円形ＳＰ１０７９１Ｂ７９

ＳＰ１０８１と切り合い。中世土師器２０２１２１円形ＳＰ１０８０１Ｂ８０

ＳＰ１０８０と切り合い。中世土師器３０３０３０円形ＳＰ１０８１１Ｂ８１
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中世土師器２１２７２７円形ＳＰ１０８２１Ｂ８２

ＳＰ１０８４を切る。中世土師器２９２８２８円形ＳＰ１０８３１Ｂ８３

ＳＰ１０８３に切られる。ＳＢ１２を構成

する。
中世土師器、須恵器１２２５２５円形ＳＰ１０８４１Ｂ８４

ＳＢ１２を構成する。中世土師器５１４５４８楕円形ＳＰ１０８５１Ｂ８５

中世弥生土器、土師器１８２７２７円形ＳＰ１０８６１Ｂ８６

中世土師器３４２１２１円形ＳＰ１０８７１Ｂ８７

埋土に炭化物を含む。中世土師器４９３０３０円形ＳＰ１０８８１Ｂ８８

中世土師器１６３０３０円形ＳＰ１０８９１Ｂ８９

中世土師器１７２１２５楕円形ＳＰ１０９０１Ｂ９０

中世土師器２６３６３６円形ＳＰ１０９２１Ｂ９１

ＳＢ１１を構成する。柱穴を切る。中世土師器５０２９５２楕円形ＳＰ１０９３１Ｂ９２

ＳＰ１０７５に切られる。中世土師器１３（２０）３０（円形）ＳＰ１０９４１Ｂ９３

中世土師器１４３５３５円形ＳＰ１０９５１Ｂ９４

石混入。中世須恵器（甕）、土師器６３４２５２楕円形ＳＰ１０９６１Ｂ９５

埋甕の抜き穴か。３１７０７０円形ＳＫ１０９７１Ｂ９６

１５４８５６楕円形ＳＫ１０９８１Ｄ９７

６５９０９０円形ＳＫ１０９９１Ｂ９８

中世土師器１７２０２０円形ＳＰ１１０１１Ｂ９９

中世土師器１７３５５５楕円形ＳＰ１１０２１Ｂ１００

中世土師器１６２５２８楕円形ＳＰ１１０４１Ｂ１０１

ＳＢ７を構成する。中世青磁（碗４）、土師器５１４１５０楕円形ＳＰ１１０５１Ｂ１０２

柱穴を切る。中世土師器２２（３０）４４（楕円形）ＳＰ１１０７１Ｂ１０３

中世土師器２１３５４０楕円形ＳＰ１１０９１Ｂ１０４

ＳＢ１２を構成する。中世土師器、瓦質土器５２３２４２楕円形ＳＰ１１１０１Ｂ１０５

ＳＰ１１１２を切る。ＳＢ１２を構成する。中世須恵器（甕）、土師器、瓦質土器７０（３２）４０（円形）ＳＰ１１１１１Ｂ１０６

ＳＰ１１１１に切られる。中世土師質土器（鍋７１）、土師器（皿）６２（３０）３８（円形）ＳＰ１１１２１Ｂ１０７

土師器１４１９２５楕円形ＳＰ１１１３１Ｂ１０８

土師器１４２０２０円形ＳＰ１１１６１Ｂ１０９

弥生？弥生土器１３２４２４円形ＳＰ１１１７１Ｂ１１０

中世土師器３３４０４０円形ＳＰ１１１８１Ｂ１１１

中世土師器３０２５２８楕円形ＳＰ１１１９１Ｂ１１２

埋土に炭化物を含む。中世土師器３６３６４５楕円形ＳＰ１１２１１Ｂ１１３

中世土師器３５２６３０楕円形ＳＰ１１２２１Ｂ１１４

中世土師器（坏６０）、瓦質土器４５３２３２円形ＳＰ１１２３１Ｂ１１５

近世？土師器、磁器６２２５３５楕円形ＳＰ１１２４１Ｂ１１６

中世須恵器、土師器、瓦質土器１６２３２５楕円形ＳＰ１１２５１Ｂ１１７

古代土師器、須恵器（甕）３５５３８２不整形ＳＫ１１２６１Ｂ１１８

柱穴を切る。中世土師器２１（２２）２７（円形）ＳＰ１１２７１Ｂ１１９

土師器２５３０３０円形ＳＰ１１３０１Ｂ１２０

中世須恵器、土師器２８４０５２不整形ＳＰ１１３１１Ｂ１２１

中世土師器８２４３４隅丸方形ＳＰ１１３３１Ｂ１２２

柱穴を切る。石混入。中世土師器４８４８４８円形ＳＰ１１３４１Ｂ１２３

土師器１３４２４６隅丸方形ＳＫ１１３５１Ｂ１２４
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土師器３３３５３５円形ＳＰ１１３７１Ｂ１２５

ＳＢ８を構成する。土師器、須恵器４４４０４０円形ＳＰ１１３９１Ｂ１２６

ＳＫ１１４４を切る。土師器２７２３２８楕円形ＳＰ１１４０１Ｂ１２７

中世土師器１８４５５６楕円形ＳＰ１１４１１Ｂ１２８

中世土師器７３２４０隅丸三角形ＳＰ１１４２１Ｂ１２９

ＳＰ１１４６に切られる。ＳＰ１１４５と切

り合い。ＳＢ１１を構成する。
中世土師器１８（３４）３４（円形）ＳＰ１１４３１Ｂ１３０

ＳＰ１１４０に切られる。調査区外に広

がる。
土師器１４（５０）６９楕円形ＳＫ１１４４１Ｂ１３１

ＳＰ１１４６に切られる。ＳＰ１１４３、

１１７２と切り合い。
中世土師器１８（１５）３０（円形）ＳＰ１１４５１Ｂ１３２

ＳＰ１１４３、１１４５、１１７２を切る。中世青磁、土師器、土師質土器６１（３６）４２（楕円形）ＳＰ１１４６１Ｂ１３３

中世土師器２３３０３０円形ＳＰ１１４７１Ｂ１３４

ＳＰ１１４９を切る。柱穴に切られる。中世白磁（碗７３）、土師器、鉄製品（２３２）３４（３５）４５（楕円形）ＳＰ１１４８１Ｂ１３５

ＳＰ１１４８に切られる。柱穴と切り合い。土師器９３８（４０）（楕円形）ＳＰ１１４９１Ｂ１３６

１５４４７３楕円形ＳＫ１１５０１Ｂ１３７

中世土師器１０５６６０楕円形ＳＫ１１５４１Ｂ１３８

ＳＫ１１７４に切られる。底部が焼成を

受けて焼け締まっている。埋土に炭

化物を含む。

２２９２（１８２）不整形ＳＫ１１５５１Ｂ１３９

２１６６９５不整形ＳＫ１１５６１Ｂ１４０

中世土師器１０２４２４円形ＳＰ１１５７１Ｂ１４１

中世土師器３７４５６０楕円形ＳＰ１１５８１Ｂ１４２

中世白磁、土師器１７３７５０隅丸方形ＳＰ１１５９１Ｂ１４３

ＳＢ１１を構成する。中世土師器、須恵器１１２５３１楕円形ＳＰ１１６０１Ｂ１４４

中世土師器５８４５５０楕円形ＳＰ１１６１１Ｂ１４５

ＳＤ１０１７に切られる。中世

須恵器（坏身、坏蓋、甕）、白磁、

青磁、土師器、石器（打製石鏃

２１０）、鉄製品（鉄釘２２９）

ＳＤ１１６４１Ｄ１４６

ＳＢ９を構成する。土師器３５４２４５楕円形ＳＰ１１６５１Ｂ１４７

柱穴に切られる。２５（７７）７７円形ＳＫ１１６６１Ｂ１４８

３８６３９５隅丸方形ＳＫ１１６９１Ｂ１４９

中世土師器１４（２８）（２８）（円形）ＳＰ１１７０１Ｂ１５０

ＳＢ９を構成する。古代土師器、須恵器２９４２４８楕円形ＳＰ１１７１１Ｂ１５１

ＳＰ１１４６に切られる。ＳＰ１１４５と切

り合い。
中世

土師器（皿６８）、須恵器、土師質土

器
３７４４（４０）（楕円形）ＳＰ１１７２１Ｂ１５２

ＳＢ１２を構成する。中世土師器（皿６）、須恵器５３３９３９円形ＳＰ１１７３１Ｂ１５３

ＳＫ１１５５を切る。調査区外へ広がる。瓦２６７６（８８）（楕円形）ＳＫ１１７４１Ｂ１５４

中世土師器１４４３５５楕円形ＳＰ１１７６１Ｂ１５５

ＳＢ５を構成する。中世土師器（坏３）１６２９２９円形ＳＰ１１７７１Ｂ１５６

中世須恵器（坏蓋）、土師器１７２２２２円形ＳＰ１１７８１Ｂ１５７

中世土師器２０２１２１円形ＳＰ１１７９１Ｂ１５８

中世土師器２５２０２０円形ＳＰ１１８０１Ｂ１５９

中世土師器１５２６３０楕円形ＳＰ１１８１１Ｂ１６０
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ＳＢ５を構成する。中世土師器１９２６２６円形ＳＰ１１８２１Ｂ１６１

中世土師器３４２８３７不整形ＳＰ１１８５１Ｂ１６２

調査区外へ広がる。近世？土師器、磁器２１（１７）３０（楕円形）ＳＰ１１８６１Ｂ１６３

土師器、白磁２９２５２８隅丸方形ＳＰ１１８７１Ｂ１６４

弥生土器、土師器２２２０２５楕円形ＳＰ１１８８１Ｂ１６５

中世土師器１３２７３１楕円形ＳＰ１１８９１Ｂ１６６

中世土師器２２２０２０円形ＳＰ１１９０１Ｂ１６７

弥生土器、土師器、須恵器８２０２２楕円形ＳＰ１１９１１Ｂ１６８

弥生土器、土師器７２４２４円形ＳＰ１１９４１Ｂ１６９

弥生弥生土器１１２２２７隅丸方形ＳＰ１１９５１Ｂ１７０

中世弥生土器、土師器９２０２５楕円形ＳＰ１１９６１Ｂ１７１

弥生弥生土器１０３１３１円形ＳＰ１１９７１Ｂ１７２

ＳＢ４を構成する。中世弥生土器、土師器２８２８３０楕円形ＳＰ１１９８１Ｂ１７３

中世土師器１３２１２３楕円形ＳＰ１１９９１Ｂ１７４

中世土師器１０１９１９円形ＳＰ１２００１Ｂ１７５

中世弥生土器、土師器１０２３２３円形ＳＰ１２０１１Ｂ１７６

ＳＢ４を構成する。中世土師器、須恵器（坏蓋）２１３０３１円形ＳＰ１２０３１Ｂ１７７

ＳＢ４を構成する。中世
土師器、瓦質土器（足鍋）、鉄製品

（鉄釘２２７）
３６３０３０円形ＳＰ１２０４１Ｂ１７８

ＳＢ４を構成する。中世土師器（坏１）、瓦質土器（足鍋２）３９２７３３楕円形ＳＰ１２０５１Ｂ１７９

中世弥生土器、土師器２２５５５５円形ＳＰ１２０６１Ｂ１８０

中世土師器（坏６１）、弥生土器、青磁２２４６４６円形ＳＰ１２０７１Ｂ１８１

ＳＫ１２６３を切る。中世弥生土器、土師器２７３９４２楕円形ＳＰ１２０８１Ｂ１８２

柱穴と切り合い。中世土師器１１（３８）３８（円形）ＳＰ１２０９１Ｂ１８３

弥生弥生土器２１２４３５楕円形ＳＰ１２１０１Ｂ１８４

弥生弥生土器１４３６４０楕円形ＳＰ１２１１１Ｂ１８５

中世土師器、土師質土器９２５３８不整形ＳＰ１２１２１Ａ１８６

古代土師器、須恵器３９２０２０円形ＳＰ１２１４１Ｂ１８７

中世土師器６２４０５２楕円形ＳＰ１２１５１Ｄ１８８

弥生弥生土器６１５１５円形ＳＰ１２１６１Ｂ１８９

中世土師器１３２５２５円形ＳＰ１２１７１Ｄ１９０

中世土師器（皿５８、５９）１６（１５）２０楕円形ＳＰ１２１８１Ｄ１９１

中世土師器１７２１２４楕円形ＳＰ１２１９１Ｂ１９２

中世土師器、須恵器３４５０５４楕円形ＳＰ１２２０１Ａ１９３

中世土師器３３３５３５円形ＳＰ１２２１１Ａ１９４

弥生土器、土師器３０２５２５円形ＳＰ１２２２１Ａ１９５

柱穴と切り合い。１５６４７９隅丸長方形ＳＫ１２２３１Ａ１９６

土師器２３３２３４隅丸方形ＳＰ１２２４１Ａ１９７

弥生土器、土師器１２２９３４楕円形ＳＰ１２２５１Ａ１９８

弥生土器、土師器５２５２５円形ＳＰ１２２６１Ａ１９９

弥生弥生土器５２５５４不整形ＳＰ１２２７１Ａ２００

弥生弥生土器１１２５３０楕円形ＳＰ１２２８１Ａ２０１

弥生土器、土師器１５２８２８円形ＳＰ１２２９１Ａ２０２

中世土師器、鉄製品（小札２３３）２３２４３５楕円形ＳＰ１２３１１Ａ２０３
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備　考時　代出土遺物
規模（㎝）

平面形遺構番号地区
深さ短軸長軸

弥生弥生土器３５５５６０楕円形ＳＫ１２３３１Ａ２０４

弥生弥生土器２１６０７５隅丸長方形ＳＫ１２３９１Ｂ２０５

ＳＰ１２４２と切り合い。中世須恵器、土師器１４（１５）１５（円形）ＳＰ１２４１１Ｂ２０６

ＳＰ１２４１と切り合い。中世土師器１４（２９）２９（円形）ＳＰ１２４２１Ｂ２０７

弥生土器、土師器２５３３３３円形ＳＰ１２４３１Ｂ２０８

中世土師器１８２０２０円形ＳＰ１２４４１Ｂ２０９

古代須恵器、土師器３７１９１９円形ＳＰ１２４５１Ｂ２１０

中世土師器７１１４１４円形ＳＰ１２４６１Ｂ２１１

土師器１０２１２４楕円形ＳＰ１２４７１Ｂ２１２

中世土師器１４２３２３円形ＳＰ１２４８１Ｂ２１３

柱穴と切り合い。中世土師器３４２５（２６）（楕円形）ＳＰ１２４９１Ｂ２１４

柱穴と切り合い。中世土師器８２８２８（円形）ＳＰ１２５０１Ｂ２１５

中世土師器１５３０３０円形ＳＰ１２５１１Ｂ２１６

中世土師器２８２４２４円形ＳＰ１２５２１Ｂ２１７

中世土師器３２２５３１楕円形ＳＰ１２５３１Ｂ２１８

古代土師器、須恵器１２１８１８円形ＳＰ１２５４１Ｂ２１９

中世土師器３１２１２５楕円形ＳＰ１２５５１Ｂ２２０

ＳＰ１２５７を切る。中世土師器４２２５２５円形ＳＰ１２５６１Ｂ２２１

ＳＰ１２５６に切られる。中世土師器１１３０（３０）（楕円形）ＳＰ１２５７１Ｂ２２２

中世土師器６２４２４円形ＳＰ１２５８１Ｂ２２３

古代須恵器（坏身５３）３０２０２６楕円形ＳＰ１２５９１Ｂ２２４

ＳＫ１２６２に所在。弥生弥生土器２０２５３８楕円形ＳＰ１２６０１Ｂ２２５

ＳＢ１３を構成する。柱根（１２）９２２５３１楕円形ＳＰ１２６１１Ｂ２２６

埋土に炭化物を含む。弥生弥生土器（壺１３～１７、甕１８～２１）８２２５４６０８隅丸長方形ＳＫ１２６２１Ｂ２２７

ＳＰ１２６８に切られる。調査区外へ広

がる。
弥生

弥生土器（壺２２～２５、甕２６～３４）、黒

曜石
４３１３８（１９３）（楕円形）ＳＫ１２６３１Ｂ２２８

中世土師器（皿６７）、弥生土器１９２７３１楕円形ＳＰ１２６４１Ａ２２９

中世土師器９３３３５隅丸三角形ＳＰ１２６５１Ｂ２３０

中世弥生土器、土師器２２３５３５円形ＳＰ１２６６１Ｂ２３１

ＳＢ６を構成する。中世弥生土器、須恵器（坏蓋）、土師器２８３５３９楕円形ＳＰ１２６７１Ｂ２３２

中世土師器（坏６５）９２２２５楕円形ＳＰ１２６８１Ｂ２３３

ＳＢ６を構成する。中世
瓦質土器（焙烙７６）、弥生土器、青

磁、土師器
１１２５２５円形ＳＰ１２６９１Ｂ２３４

ＳＢ５を構成する。中世土師器１２２６２６円形ＳＰ１２７０１Ｂ２３５

弥生土器、土師器６２０３５楕円形ＳＰ１２７１１Ｂ２３６

中世弥生土器、土師器２４（２８）３９（楕円形）ＳＰ１２７２１Ｂ２３７

ＳＰ１０５７に切られる。中世土師器（皿６９）、弥生土器２５（３５）３５（円形）ＳＰ１２７３１Ａ２３８

弥生土器、土師器２７２２２２円形ＳＰ１２７４１Ａ２３９

弥生弥生土器３６３８５２楕円形ＳＰ１２７５１Ａ２４０

ＳＰ１０７３を切る。弥生土器２３２１（３０）（楕円形）ＳＰ１２７７１Ａ２４１

中世土師器１７３１３４楕円形ＳＰ１２７８１Ａ２４２

中世土師器４２２８３７隅丸三角形ＳＰ１２７９１Ａ２４３

弥生弥生土器１９４３５４隅丸方形ＳＰ１２８０１Ａ２４４

中世土師器４１３０３０円形ＳＰ１２８１１Ａ２４５
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備　考時　代出土遺物
規模（㎝）

平面形遺構番号地区
深さ短軸長軸

古代須恵器（坏蓋４５）１０３２３７楕円形ＳＫ２００１２Ａ２４６

ＳＤ２００２２Ａ２４７

ＳＰ２００４と切り合い。中世土師器１３２２２５楕円形ＳＰ２００３２Ａ２４８

ＳＰ２００３と切り合い。中世土師器１５１４１４円形ＳＰ２００４２Ａ２４９

中世土師器１３４３２３円形ＳＰ２００５２Ａ２５０

ＳＢ１７を構成する。柱穴を切る。古代土師器、須恵器２６３０４７楕円形ＳＰ２００６２Ａ２５１

ＳＫ２０２５を切る。中世土師器（坏５６、５７）、須恵器（坏身）３３２９２９円形ＳＰ２００７２Ａ２５２

中世土師器２１２２２２円形ＳＰ２００８２Ａ２５３

中世土師器２１２４３２楕円形ＳＰ２００９２Ａ２５４

古代土師器４５２４２８楕円形ＳＰ２０１０２Ａ２５５

２１７２８８楕円形ＳＫ２０１１２Ａ２５６

古代
須恵器（坏蓋３５～３７、坏身３８、３９、

皿４０）
１３６４７０不整形ＳＫ２０１２２Ａ２５７

２２４８５６楕円形ＳＫ２０１３２Ａ２５８

柱穴を切る。古代
須恵器（坏蓋４１、４２、短頸壺４３）、

土師器（甕４４）、弥生土器
３３９０１４６楕円形ＳＫ２０１４２Ａ２５９

古代須恵器、土師器３０６８９５楕円形ＳＫ２０１５２Ａ２６０

中世土師器２９２２２６楕円形ＳＰ２０１６２Ａ２６１

中世土師器１４６１７４不整形ＳＫ２０１７２Ａ２６２

柱穴を切る。中世須恵器、土師器３６２５（２５）楕円形ＳＰ２０１８２Ａ２６３

ＳＢ１８を構成する。古代須恵器（坏蓋９）２９３２３５楕円形ＳＰ２０１９２Ａ２６４

中世土師器８２５２５円形ＳＰ２０２０２Ａ２６５

中世土師器３０３１３１円形ＳＰ２０２２２Ａ２６６

ＳＤ２００２に所在。ＳＢ１６を構成する。中世土師器１６１５１７楕円形ＳＰ２０２３２Ａ２６７

ＳＰ２００７に切られる。須恵器（坏身４６）、土師器３１８６９３楕円形ＳＫ２０２５２Ａ２６８

柱穴に切られる。古代須恵器（坏蓋）１９７２９５楕円形ＳＫ２０２６２Ａ２６９

風倒木痕か。３０９４９４円形ＳＫ２０２７２Ａ２７０

中世土師器２０３５３５円形ＳＰ２０２８２Ａ２７１

古代土師器、須恵器（坏蓋）２０２１２４楕円形ＳＰ２０２９２Ａ２７２

古代須恵器（坏蓋）１８２９４０楕円形ＳＰ２０３０２Ａ２７３

中世土師器４５３３５０楕円形ＳＰ２０３１２Ａ２７４

古代須恵器４０２９２９円形ＳＰ２０３２２Ａ２７５

中世土師器（台付皿５４）１４３０３０円形ＳＰ２０３４２Ａ２７６

中世土師器１６２０２５楕円形ＳＰ２０３５２Ａ２７７

埋土に炭化物を含む。３２７８８５楕円形ＳＫ３００１３Ａ２７８

調査区外へ広がる。埋土に炭化物を含む。３８（６４）１２８（円形）ＳＫ３００２３Ａ２７９

ＳＢ２５を構成する。中世土師器２０２０３４楕円形ＳＰ３００３３Ａ２８０

中世土師器（台付皿５５）１４２２２６楕円形ＳＰ３００４３Ａ２８１

ＳＢ２０を構成する。中世土師器１２２６２６円形ＳＰ３００５３Ａ２８２

中世土師器９２７４２楕円形ＳＰ３００６３Ａ２８３

ＳＢ２６を構成する。土師器２９２５２８楕円形ＳＰ３００７３Ａ２８４

スラグ１５２０２０円形ＳＰ３００９３Ａ２８５
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Ⅳ　遺　　物

　調査の結果、縄文時代、弥生時代、古代（奈良、平安時代）、中世（鎌倉、室町、安土・桃山時代）、

近世の各時期の遺物が出土している。主な遺物の種類としては、弥生土器、須恵器、土師器、瓦質土

器、輸入磁器、陶器、石器・石製品、金属製品などがある。遺構とのかかわりでは、遺構に伴う出土

遺物総数は、比較的少ないが、遺物包含層からの出土遺物（特に弥生土器並びに須恵器）が多い。地

区別での特徴は、弥生土器は、１Ｂ地区の南西側の遺構と１Ａ並びに１Ｂ地区南西側の遺物包含層か

らの出土がほとんどで、須恵器は、１Ｄ、２Ａ地区の遺構並びに１Ｄ、２Ａ地区の遺物包含層からの

出土が多い。また、土師器は、地区を問わず広い範囲から出土しているが、ただし、台付皿だけは、

２Ａ地区北東端と３Ａ地区からしか出土していない。

１　掘立柱建物跡出土遺物（第２１図、図版１２、１３）

　１、２は、ＳＢ４出土の遺物。１は、土師器坏で平らな底部より外反気味に立ち上がる。中世の遺

物。２は、瓦質土器足鍋の脚部、指頭圧痕をナデによって調整している。１５～１６世紀の遺物。

　３は、ＳＢ５出土遺物で土師器坏、体部が直線的に開き、口縁端部は丸く終わる。形態から、１５世

紀の遺物と比定できる。

　４は、ＳＢ７より出土。青磁の碗、明オリーブ灰色の釉を施す。見込みは、釉はぎ、高台内部露

胎。１３世紀のものか。

　５は、ＳＢ１２出土遺物。土師器皿で中世の遺物。

　６は、ＳＢ１３出土の遺物。土師器皿。やや丸みをもつ底部より上外方に直線的に立ち上がり、口縁

端部は尖り気味に終わる。１５世紀の遺物。

　７、８は、ＳＢ１６より出土。７は、土師器坏か。平らな底部より、上外方に直線的に立ち上がる。
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第２１図　掘立柱建物跡出土遺物実測図



８は、土師器皿。平らな底部より、内湾気味に立ち上がり、口縁端部は丸く終わる。いずれも、中世

の遺物と考えられる。

　９は、ＳＢ１９出土遺物。須恵器の坏蓋。扁平なつくりで口縁端部は丸い。８世紀のものと比定できる。

　１０～１２は、ＳＢ１４出土遺物。１０、１１は、鉄釘。１０は、頭部欠損。１１は、折り釘で下部欠損。１２は、

柱根。樹種は不明。柱の下端部は残存しているが、削り痕は、確認できなかった。

２　土坑出土遺物（第２２図～２４図、図版１１、１２）

　ＳＫ１２６２出土遺物（第２２図、図版１１）

　１３～２１は、ＳＫ１２６２より出土。１３～１７は、弥生土器壺。１３は、口頸部片。頸部に沈線を有し、口縁

部は大きく外反する。沈線は３条確認できる。１４は、口縁部のみ残存し、緩やかに外反する。内面に

貼付突帯あり。１５は、大きく張る胴部片。肩の部分に段あり。また、ヘラ状工具による２条の沈線と

羽状紋を有する。１６は、肩部分の紋様帯片。３条の沈線と二枚貝による有軸羽状紋を有する。内面

は、ハケ目調整、外面には、ヘラミガキ調整を施す。１７も、肩部分の紋様帯片。二枚貝による羽状紋

を有する。内外面、ヘラミガキ調整痕有り。

　１８～２１は、弥生土器甕。１８、１９は、口縁部のみ残存。１８は、緩やかに外反し、頸部に３条の沈線あ

り。１９は、「く」の字形に外反する。口縁端部に刻み目、頸部に４条の沈線を有する。内面にハケ目

調整痕有り。２０、２１は、底部のみ残存。２０は、底部より上外方に直線的に立ち上がる。２１は、ややす

ぼまったのちに、上外方に直線的に立ち上がる。１３～２１は、その形態や紋様などから弥生時代前期後

半の遺物と比定できる。

　ＳＫ１２６３出土遺物（第２３図、図版１１）

　２２～３４は、ＳＫ１２６３より出土。２２～２５は、弥生土器壺。２２は、口縁部のみ残存。大きく外反し、先

端に肥厚帯を持ち、口縁端部に１条の沈線が巡る。外面ヘラミガキ調整か。２３は、肩部の紋様帯片。
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第２２図　土坑出土遺物実測図①
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二枚貝による沈線と羽状紋を有する。羽状紋は、縦方向の二枚貝による沈線で区画される。外面の一

部にヘラミガキ調整が見られる。黒斑有り。２４、２５は、底部のみ残存。２４は、上外方に直線的に、２５

は、上外方に外反気味に立ち上がる。

　２６～３４は、弥生土器甕。２６は、口縁部のみ。「く」の字形に外反する。２７、２８は、胴部～口縁部が

残存。２７は、口縁部が、緩やかに外反し、胴部はやや張る。ヘラ状工具により、口縁下端部に刻み

目、頸部に２条の沈線を施す。内外面ハケ目調整、口縁部はヨコナデ調整。２８は、口縁部が「く」の

字型に外反し、胴部の張りは少ない。口縁部下に、２条沈線、刺突紋、２条沈線の順に巡る。口縁下

端部に刻み目か。内面胴部にハケ目調整が見られる。２９は、胴部のみ残存。口縁部下に竹管紋、その

下に６条沈線が巡る。外面にハケ目調整痕有り。３０は、口縁端部欠損。口縁部下に２条の沈線。その

間に刺突紋が巡る。内面ヘラミガキ調整、外面ハケ目調整、口縁部は、内外面ともヘラミガキ調整の

ちヨコナデ調整。３１～３４は、底部のみ残存。３１、３２は、ともに上外方へ直線的に立ち上がる。３２は、

外面ハケ目調整、外面底部に指押さえ調整痕有り。３３は、外反気味に立ち上がる。３４は、やや上げ底

の底部から上外方へ直線的に立ち上がる。２２～３４は、弥生時代前期後半の遺物と比定できる。
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第２３図　土坑出土遺物実測図②



　その他の土坑出土遺物（第２４図、図版１２）

　３５～４０は、ＳＫ２０１２より出土。３５～３７は、須恵器坏蓋。３５は、口縁部は外傾し、端部は丸い。天井

部は平らに近く、外面中央部に上面が平らなボタン状のつまみを付す。ロクロ回転右方向。外面の一

部に自然釉（暗青灰色）をかぶる。天井部内面中央部にヘラ書きで「大」の字を刻む。３６は、口縁部

がくびれ、鳥嘴状の口唇をもつ。天井部は平らで、外面中央部に上面が平らなボタン状のつまみを付

す。ロクロ回転右方向。３７は、口縁部が垂直に下り、端部は丸い。天井部は平らに近く、外面の中央

部に環状のつまみを付す。やや歪み有り。ロクロ回転右方向。焼成やや不良。３８、３９は、須恵器坏

身。３８は、体部、口縁部が上外方にのび、端部は丸い。底部は平らで、やや内側に高台を付し高台端

部は凹面を成す。ロクロ回転は、右方向である。３９は、体部が上外方にのび口縁部で外反し、端部は

丸い。底部は平らで、やや内側に外反する高台を付し、高台端部は凸面を成す。ロクロ回転は、右方

向。焼成不良。４０は、須恵器皿。底部外縁がまるくカーブし、口縁部が斜め直線的に立ち上がり、端

部は丸い。ロクロ回転右方向。３５と３８、３７と３９は、それぞれセット関係になると考えられる。３５～４０

は、須恵器の形態から、長登編年に従えば、８世紀後半～９世紀初頭の遺物と比定できる。

　４１～４４は、ＳＫ２０１４より出土。４１、４２は、須恵器坏蓋。４１は、天井部は平らに近く、口縁が斜め直

線的に下り、口唇は鳥嘴状に下垂する。４２は、口縁部片。肩部から口縁にかけて、わずかにくびれ、

口唇は、丸く下垂する。４１、４２は、８世紀の遺物と考えられる。４３は、須恵器短頸壺。口縁部は基部
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より直立し、端部は丸い。肩部は下外方に張り出し下内方に下る。胴部最大径は上位に位置する。底

部は平らに近い。ロクロ回転は右方向。４４は、土師器甕の口縁部～胴部片。口縁部が、「く」の字型

に外反し胴部は張らない。１１～１２世紀の遺物と比定できる。

　４５は、ＳＫ２００１より出土。須恵器坏蓋。天井部は平らで、外面中央部に環状のつまみを付す。形態

から８世紀～９世紀のものである。

　４６は、ＳＫ２０２５より出土。須恵器坏身の底部片。底部端に外反する高台を付す。高台端部は、内側

の角のみ接地する。８世紀前半の遺物と比定できる。

　４７は、ＳＫ１０１５より出土。土師質土器鍋の口縁部片。口縁部が、「く」の字に外反する。外面にス

ス付着。１３～１４世紀の遺物と比定できる。

　４８は、ＳＫ１０１２より出土。土師質土器鍋の口縁部～体部片。体部から外反して口縁部へとのび、口

唇は平坦な面をつくる。口縁下位にやや上向きの受部がつく。外面にスス付着。形態から、１４～１５世

紀のものと比定できる。

　４９は、ＳＫ１０１６より出土。瓦質土器足鍋の脚部。１５～１６世紀の遺物と比定できる。

３　柱穴出土遺物（第２５図、図版１３）

　５０は、ＳＰ１００４から出土。須恵器坏身の体部～底部片。底部やや内側に外反する高台を付す。高台

端部は凹面をなし、内側の角のみ接地する。８世紀前半の遺物である。

　５１は、ＳＰ１０２７から出土。須恵器坏身の底部片。底部の厚さが、中央に向かって薄くなる。高台は

つかない。平らな底部からやや開き気味に、上外方に立ち上がる。焼成やや不良。８世紀後半のもの

と考えられる。

　５２は、ＳＰ１００６から出土。須恵器坏身の体部～底部片。底部の厚さが、中央に向かって薄くなる。

高台はつかない。平らな底部からやや開き気味に、上外方に立ち上がる。５１より傾斜角がやや大き

い。８世紀後半のものと考えられる。

　５３は、ＳＰ１２５９から出土。須恵器坏身。底部中央部の器肉がやや薄い。高台はつかない。平らな底

部からやや開き気味に、上外方に立ち上がる。５２と傾斜角はほぼ同じである。ロクロ回転右方向。８

～９世紀の遺物と考えられる。

　５４は、ＳＰ２０３４から出土。土師器台付皿の皿部。内湾気味に上外方に開き、口縁端部は丸く終わ

る。１３世紀の遺物と考えられる。

　５５は、ＳＰ３００４から出土。土師器台付皿。台部が接地面から内傾して立ち上がる。また、台部の端

が一段高くなる。皿部は内湾気味に上外方に開き、口縁端部は丸く終わる。形態から、１２～１３世紀の

遺物と比定できる。

　５６、５７は、ＳＰ２００７から出土。ともに土師器坏。５６は、ほぼ平らな底部より上外方に内湾気味に立

ち上がる。５７は、底部より上外方に内湾気味に立ち上がる。口縁端部は尖り気味に終わる。２点とも

１４～１５世紀のものと考えられる。

　５８、５９は、ＳＰ１２１８から出土。ともに土師器皿。５８は、平らな底部より上外方に立ち上がり、口縁

端部は丸く終わる。５９も、形態は似ているが、傾斜角が５８と比較して急で、底部の径が大きい。とも

に、１３～１４世紀のものと考えられる。



　６０は、ＳＰ１１２３から出土。土師器坏。器壁が薄く、平らな底部より上外方に直線的に立ち上がる。

１５世紀～１６世紀のものと比定できる。

　６１は、ＳＰ１２０７から出土。土師器坏。器壁が厚く、平らな底部より上外方に立ち上がる。傾斜角

は、比較的急である。

　６２、６３は、ＳＰ１００５から出土。６２は、土師器皿。６３は、土師器坏か。いずれも、器壁の厚い平らな

底部より、上外方に緩やかに立ち上がる。６２より６３の方が、傾斜角は急である。

　６４は、ＳＰ１０７２から出土。土師器皿。底部中央部の器壁が薄くなっている。平らな底部より上外方

に緩やかに立ち上がる。

　６５は、ＳＰ１２６８から出土。土師器坏か。底部は器壁が厚く平らである。

　６６は、ＳＰ１００８から出土。土師器 。底部に断面三角形の低い貼付高台を付し、上外方に立ち上が

る。１３世紀頃のものか。

　６７は、ＳＰ１２６４から出土。土師器皿。底部より内湾気味に立ち上がる。口縁端部は尖り気味に終わ

る。１６世紀後半の遺物と比定できる。

　６８は、ＳＰ１１７２から出土。土師器皿。平らな底部より上外方に立ち上がる。形態から、１３～１４世紀

の遺物と考えられる。
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第２５図　柱穴出土遺物実測図
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　６９は、ＳＰ１２７３から出土。土師器皿。ほぼ平らな底部より上外方に立ち上がり、口縁端部は丸く終

わる。器壁が厚い。

　７０は、ＳＰ１０１８から出土。土師質土器鍋の口縁部。口縁部は、「く」の字型に外反し、体部はやや

張る。外面にスス付着。１０世紀の遺物と考えられる。

　７１は、ＳＰ１１１２から出土。土師質土器鍋の口縁部。口縁部が、「く」の字型に外反する。１５世紀の

遺物と比定できる。

　７２は、ＳＰ１０１４から出土。陶器瓶の口頸部。内外面に鉄釉がかかり、オリーブ黒色を呈する。唐津

焼か。１５～１６世紀の遺物。

　７３は、ＳＰ１１４８から出土。白磁碗の体部～口縁部片。玉縁口縁。内外面施釉、明オリーブ灰色を呈

する。体部下半は露胎。１２～１３世紀の遺物。

　７４は、ＳＰ１０７１から出土。白磁碗の底部片。削り出し高台。底部外面及び高台部は露胎。

　７５は、ＳＰ１０７５から出土。瓦質土器鍋。口縁部が「く」の字形に外反する。外面にスス付着。足鍋

の可能性もある。１４～１５世紀のものと考えられる。

　７６は、ＳＰ１２６９から出土。瓦質土器焙烙の把手部。残存長９．８㎝。１６世紀のものと比定できる。

４　遺物包含層出土遺物（第２６図～第２９図、図版１４～１７）

　１Ａ・１Ｂ地区遺物包含層出土遺物（第２６、２７図、図版１４、１５）

　７７～１２９は、１Ａ・１Ｂ地区遺物包含層より出土。７７～８９は、弥生土器壺。７７、７８は、口縁部のみ

残存。７７は、口縁部、やや内側に粘土帯を貼り付けているとも考えられ、いわゆる湯免式壺の形状を

意識しつつ内折口縁の手法を用いている可能性がある。複合口縁状に制作しており、口縁端部と段部

に刻み目を施す。外面の一部にヘラミガキ調整痕あり。比較的粒の大きいクサリ礫を多く含む。弥生

時代前期後半～中期初頭の遺物と比定できる。７８は、口縁部が大きく水平に近く開く。端部上面に粘

土を貼り付け肥厚させる。７９は、頸部のみ。内面に１条の貼付突帯、外面に２条の刻み目突帯を有

す。８０～８５は、肩部の紋様帯片。８０は、二枚貝による２条沈線と羽状紋、その下に３条沈線。８１は、

二枚貝による羽状紋。８２は、二枚貝による２条沈線と羽状紋。８３は、二枚貝による羽状紋、その間に

２条沈線。８４は、二枚貝による羽状紋。８５は、二枚貝による２条沈線と鋸歯紋をそれぞれ有す。８６、

８７は、胴部片。８６は、１条の刻目突帯を有し、８７は、２条沈線（？）と１条の刻み目突帯を有す。

８８、８９は、底部片。８８は、底部より上外方に直線的に立ち上がり、８９は、やや上げ底の底部から直線

的に立ち上がる。

　９０～１０７は、弥生土器甕。９０～９３は、口頸部片。９０は、口縁部が、「く」の字形に外反。９１は、断面

逆Ｌ字形の口縁部をもつ。頸部外面にハケ目調整を施す。９２、９３は、口縁部が、「く」の字形に外反。

口唇部下端に、刻み目を有す。９２は、頸部に２条の沈線が巡る。９３は、頸部に４条のヘラ状工具によ

る沈線が巡る。外面ハケ目調整、口縁部ハケ目調整のちヨコナデ調整。９４～９９は、胴部～口縁部が残

存。９４は、口縁部が、「く」の字形に外反。胴部はあまり張らない。９５は、口縁部が緩やかに外反す

る。胴部はあまり張らない。９６も、同じ形態だが、９５よりはやや口縁部の傾斜角が大きい。９７は、口

縁部が、「く」の字形に外反するが、９４より頸部のくびれが明確でない。９８は、口縁部が、「く」の字

形に外反し、胴部はやや張る。頸部に４条の沈線が巡る。また、その沈線間に不規則な刺突紋を有
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第２６図　１Ａ・１Ｂ地区遺物包含層出土遺物実測図①
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す。９９も、同じ形態だが、頸部に２条の沈線が巡る。１００～１０７は、底部片。１００、１０６は、やや上げ底

の底部より上外方に直線的に立ち上がる。１０６は、外面にハケ目調整が見られる。１０１は、平らな底部

より上外方に内湾気味に立ち上がる。１０２、１０５は、やや上げ底の底部より上外方に立ち上がる。１０３、

１０４は、平らな底部より上外方に立ち上がる。１０７は、底部より上外方に外反気味に立ち上がる。以

上、７８～１０７は、弥生時代前期後半の遺物である。

　１０８、１０９は、須恵器坏蓋。１０８、１０９は、肩部～口縁部にかけて大きく屈曲し、段を有す。１０８は、

口唇が丸く下垂する。１０９は、口唇が鳥嘴状に下垂し断面三角を呈し、器高は低く扁平である。いず

れも、８世紀～９世紀前半の遺物と考えられる。

　１１０～１１６は、須恵器坏身。１１０は、坏身の体部～口縁部。体部は上外方にのび、端部はやや開く。

１１１～１１６は、坏身の底部。１１１は、付高台がほぼ垂直に接合され、断面は四角形を呈す。１１２、１１３は、

高台が体部寄りに外反気味に接合され、断面は変形四角形を呈す。１１２は、体部の腰張りが小さい。

１１４は、底部の中心寄りに外反する高台を付す。高台端部は、内側の角のみ接地し、断面は変形四角

形を呈す。１１５は、底部端に、１１６は、それより少し内側に幅広で外反する短い高台を付す。どちら

も、高台端部は、内側の角のみ接地する。以上、８世紀～９世紀初頭の遺物と比定できる。

１１７は、須恵器長頸壺の底部か。底部端に、外反する細身の長い高台を付す。高台端部は、内側の角

のみ接地し、断面は変形四角形を呈す。８世紀前半の遺物と比定できる。

　１１８は、須恵器甕の口縁部。口縁が大きく外反し、口縁端部は四角でやや外反する。体部内面に当

て具痕、外面に平行タタキ目痕が見られる。

第２７図　１Ａ・１Ｂ地区遺物包含層出土遺物実測図②
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　１１９は、須恵器皿又は高坏の体部～口縁部。体部は上外方にのび、口縁端部は鋭く大きく外反する。

　１２０は、須恵器壺の高台部。外方に張り出した高台で、接地面は内側のみと考えられる。８世紀前

半のものと比定できる。

　１２１～１２２は、瓦質土器足鍋の口縁部。ともに口縁端部を強く折り返した状態である。内面の口縁部

と体部の境に蓋受け状の段が見られる。

　１２３は、瓦質土器擂鉢の口縁部。口縁部内面に三角形の粘土帯を貼り付ける。内面に８条単位のオ

ロシ目が見られる。以上、１２１～１２３は、１６世紀後半の遺物と比定できる。

　１２４は、土師質土器鍋の口縁部。口縁部が、「く」の字形に外反する。

　１２５、１２６は、土師器坏。１２５は、平らな底部より上外方に内湾気味に立ち上がる。１２６は、体部内湾

気味に上外方に立ち上がり、体部の途中から口縁部に向けて外反する。

　１２７は、土師器皿。平らな底部より上外方に立ち上がる。

　１２８、１２９は、白磁碗の底部。１２８は、高台端部が、内側で接地する。底部から緩やかに立ち上がる。

内面に透明釉を施す。口縁部が残存していないため、断定はできないが、１２世紀後半～１３世紀初頭の

ものと比定できる。１２９は、高台端部が、垂直に接地する。内面溶融不良。

　１Ｄ・２Ａ地区遺物包含層出土遺物（第２８、２９図、図版１６、１７）

　１３０～１８３は、１Ｄ・２Ａ地区遺物包含層より出土。１３０～１５０は、須恵器坏蓋。１３０、１３１は、天井部

が丸みをもつ。１３０は、外面中央に扁平な擬宝珠様つまみを付す。１３１は、外面中央部のつまみは欠損

している。肩部に稜をもち、口唇部はやや外反し、丸く終わる。１３２～１３５は、肩部～口縁部のみ残

存。１３２、１３３は、口縁が斜め直線的に下る。口唇が鳥嘴状に下垂する。１３４、１３５は、肩から口縁部に

かけて僅かなくびれが内面に顕著である。口唇は、１３４は丸く下垂し、１３５は鳥嘴状に下垂する。１３６、

１３７は、天井部のみ。天井部が平坦で、ボタン状のつまみが付く。１３８～１４１は、天井部～口縁部の部

分片。天井部は、１３８はドーム状を呈し、１３９～１４１はやや平坦である。いずれも、口縁部がくびれ、

鳥嘴状の口唇を持つ。１４２は、口縁部のみ残存。口唇が、断面三角形状に下垂する。１４３、１４４は天井

部～口縁部の部分片。口唇が、１４３は断面四角形状、１４４は鳥嘴状に下垂する。１４５～１４７は、口縁部

片。１４５、１４６は、口縁部がくびれ、１４７は、口縁が斜め直線的に下る。口唇が、１４５、１４７は、丸く下

垂し、１４６は、鳥嘴状に下垂する。１４８、１４９は、天井部～口縁部の部分片。いずれも器高が低く鳥嘴

状の口唇を持つ。天井部は、１４８はややくぼみ１４９は平坦である。１５０は、肩部～口縁部片。肩から口

縁部にかけて僅かなくびれが内面に顕著である。鳥嘴状の口唇を持つ。これらは、小片が多く時期比

定の困難なものもあるが、概ね８世紀後半のものが大半を占め、一部８世紀前半代のものや９世紀初

頭のものも含まれる。

　１５１～１６９は、須恵器坏身。１５１は、体部～口縁部片。体部は上外方にのび、端部はやや開く。１５２～

１６０、１６２～１６５、１６７、１６９は、底部又は底部～体部のみ残存。１５２～１５９は、外反する高台がつけられ、

接地面は内側の角のみである。１５３～１５５、１５８、１５９は、高台が幅広で短い。また、１５４、１５５は、高台

の内側端部がつまみ伸ばされ、断面は鋭い変形四角形となる。１５２、１５４、１５５は、付高台が底部の中

心寄りに付けられるので、底部と体部の境の腰張りが明瞭である。１５３、１５６～１５９は、高台が底部の

端に付けられる。１６０、１６３は、外反する高台が体部寄りに接合され、端部全体が接地する。断面は変
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形四角形となる。１６２、１６５は、付高台が底部の中心寄りにほぼ垂直に接合され、断面は四角形を呈

す。１６４は、付高台が体部寄りにほぼ垂直に接合される。１６７は、外反する小さな高台が体部寄りに接

合され、体部の立ち上がりは急である。１６９は、高台の付かないタイプで、ヘラ切りの底部から体部

がほぼ垂直気味に立ち上がる。１６１、１６６、１６８は、底部～口縁部まで残存。１６１は、外反する高台が底

部の中心寄りに接合され、断面は変形四角形となる。体部の立ち上がりは、ほぼ直線的で約６５°、口

縁部が外反している。底部外面中央部にヘラで刻まれた文字あり。底部の半分が欠損しているため、

確実ではないが「大」の字の可能性が高い。１６６も、外反する高台が底部の中心寄りに接合され、断
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第２８図　１Ｄ・２Ａ地区遺物包含層出土遺物実測図①



面は変形四角形となる。１６１より高台が高い。胴部から口縁部に向かって外反し、口縁端部は、やや

内湾気味に終わる。１６８は、高台の付かないタイプで、底部はやや丸みをもち、体部の立ち上がりは

緩やかである。以上、１５１～１６９は、８世紀～９世紀初頭の遺物と比定できる。

　１７０は、須恵器高坏の坏部片。平らな底部より上外方に体部がのびる。

　１７１は、須恵器皿。底部外縁がまるくカーブし、口縁部が斜め直線的に立ち上がり口唇は外反する。

８世紀後半の遺物と考えられる。

　１７２は、須恵器壺の底部～体部片。外反する高台が体部寄りに接合される。接地面は外側の角のみ。

体部の立ち上がりは緩やかである。外面に自然釉（暗青灰色）をかぶる。また、火ぶくれが見られる。

　１７３は、須恵器円面硯の硯面部。１条の突帯が見られる。

　１７４は、弥生土器甕。口縁部は強く「く」の字形に外反し胴部はやや張る。体部外面ハケ目調整を

施す。弥生時代中期のものか。

　１７５は、土師器甕。口縁部は「く」の字形に外反し、口縁端部は、丸く終わる。

　１７６～１８０は、土師器皿。１７６は、平らな底部より上外方に立ち上がる。１７７は、平らな底部より上外

方にやや外反気味に立ち上がる、口縁端部は丸く終わる。１７８は、平らな底部より上外方にやや外反

気味に緩やかに立ち上がる。１７９は、やや湾曲した底部より内湾気味に立ち上がる。１８０は、平らな底

部より内湾気味に立ち上がる。以上、１７６～１８０は、中世のものと比定できる。

　１８１は、白磁皿。口縁部はやや外反する。内外面に透明釉を施す。

　１８２は、白磁碗。玉縁口縁。内外面に透明釉を施す。１２世紀後半～１３世紀初頭の遺物である。

　１８３は、青磁碗。底部から緩やかに立ち上がる。内外面にオリーブ灰色の釉を施す。

５　表面採集遺物（第３０図、図版１８）

　１８４～２０４は、表面採集遺物。１８４～１９３は、土師器台付皿の台部。すべて、台部が接地面から内傾し

て立ち上がる。１８５以外は、台部の端部が一段高くなる。１８９は、底部中央部が切れ上がる。１９０は、

器高が高く、１９３は、他より一回り大きく器高が低い。以上、１２～１３世紀の遺物と比定できる。

　１９４は、土師質土器鍋の体部～口縁部片。口縁部が、「く」の字形に外反する。

　１９５～１９７は、土師器坏。１９５は、土師器坏の体部～口縁部片。体部が内湾気味に開く。口縁端部は
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第２９図　１Ｄ・２Ａ地区遺物包含層出土遺物実測図②
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丸い。１４～１５世紀の遺物である。１９６、１９７は、土師器坏の底部片。１９６は、上外方に直線的に立ち上

がる。１９７は、平らな底部より上外方に立ち上がる。

　１９８は、瓦質土器擂鉢又は捏ね鉢の口縁部。口縁端部が内側に折れ曲がる。

　１９９、２００は、瓦質土器足鍋の脚部。

　２０１は、陶器擂鉢の底部～体部。オロシ目１３条単位。削り出し高台。灰褐色の釉を施す。

　２０２は、萩焼の陶器碗。底部から上外方に直線的に立ち上がる。口縁部は、ほぼ直立し端部は丸く

終わる。削り出し高台。内外面に灰白色の釉を施す。体部下半は露胎。内面に胎土目痕あり。１８世紀

の遺物と比定できる。

　２０３は、白磁碗の口縁部。口縁端部が外反する。内外面に、灰白色の釉を施す。

　２０４は、青磁碗の底部

片。内外面に、オリーブ

色の釉を施す。体部下半

露胎。削り出し高台。内

面に沈圏線あり。 

第３０図　表面採集遺物実測図
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第３１図　石器・石製品実測図①
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第３２図　石器・石製品実測図②
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６　石器・石製品（第３１図～第３２図、図版１９）

　２０５は、砂岩製の擂鉢。１Ａ地区遺物包含層から出土。器壁の内外面には、鋭利な施工具による縦

方向の線状の刻みがある。器壁が厚く、口縁の一部に注口が取り付く。底部欠損。２０６～２２０は、打製

石鏃。２０７、２０８は、腸繰（逆刺）のみ残存。２１１、２１７は、基部が欠損している。いずれも無茎式で、

基部の形態から平基式（２１４～２１６、２１８～２２０）と凹基式（２０６～２１０、２１２、２１３）に分けられる。平面

の形態からは、正三角形に近いもの（２１５、２１６、２１８～２２０）、二等辺三角形に近いもの（２０６～２１４、

２１７）とに分けられる。石材は、安山岩製が多いが、姫島産黒曜石製、黒色黒曜石製のものもある。

２１０は、ＳＤ１１６４から出土。それ以外は、遺物包含層からの出土又は表面採集遺物である。２２１は、玄

武岩製の扁平打製石斧。２２２は、花崗岩製の乳棒状石斧。全体に敲打による成形がみられ、刃部のみ

研ぎ出されている。２２３は、両刃の大型石庖丁片。泥岩で１Ａ地区遺物包含層から出土。２２４、２２５は、

砂岩製の砥石。２２４は、正面とその周縁面に、２２５は、正面と右側面に使用痕あり。

７　金属製品（第３３図、図版２０）

　２２６は、鉄鏃茎部又は鉄釘。ＳＫ１０１６から出土。断面は長円形。２２７は、鉄釘。ＳＰ１２０４から出土。

断面は長方形。２２８は、鉄釘（折釘）か。ＳＰ１０７６から出土。断面は方形。２２９～２３１は鉄釘。２２９は、

ＳＤ１１６４から出土。２３０、２３１は、表面採集遺物。いずれも折釘で断面は長方形。２３２は、不明鉄製品。

頭部を１８０°折り曲げる。断面は長方形。２３３は、小札。二行十三孔の平札と考えられる。上部の一部

が欠損しており、二行十四孔の伊予札の可能性もある。２３４～２３６は、火縄銃の円弾。いずれも白色錆

が付着し、鉛弾と考えられる。２３４、２３５は、器面の１箇所に小突起部がある。２３６は、歪んでいる。
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第３３図　金属製品実測図
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第３表　遺物観察一覧表

色　調
焼　成胎　土手法の特徴

法量（㎝）
器　種種　別

出土

遺構

出土

地区
番号

外　面内　面器高底径胴径口径

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
６．７坏土師器ＳＰ１２０５１Ｂ１

褐灰色褐灰色やや軟質
密。細粒を

多く含む。
指押さえ後ナデ調整。足鍋脚瓦質土器ＳＰ１２０５１Ｂ２

鈍い黄橙色鈍い黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整。
１５．４坏土師器ＳＰ１１７７１Ｂ３

釉薬：明オリーブ灰色

胎土：灰白色
硬質密。

内外面施釉。見込み部釉剥ぎ。

削り出し高台。
７．７碗青磁ＳＰ１１０５１Ｂ４

鈍い黄橙色鈍い橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
５．０皿土師器ＳＰ１０４３１Ｄ５

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
２．７４．８１１．０皿土師器ＳＰ１１７３１Ｂ６

鈍い褐色鈍い褐色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
６．０坏か土師器ＳＰ１０１３１Ｄ７

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
１．２５７．６６．９皿土師器ＳＰ１０１３１Ｄ８

青灰色青灰色硬質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１７．０坏蓋須恵器ＳＰ２０１９２Ａ９

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。２１．６壺弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ１３

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ１４

橙色橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。２６．８壺弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ１５

鈍い黄褐色灰黄褐色やや軟質
粗。砂粒を

少量含む。

内面ハケ目調整。

外面ヘラミガキ調整。
壺弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ１６

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

少量含む。
内外面ヘラミガキ調整。壺弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ１７

鈍い黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ１８

鈍い黄橙色鈍い黄橙色軟質
粗。細粒を

多く含む。

内面ハケ目調整。

器外面磨滅のため調整不明。
甕弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ１９

橙色灰黄褐色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。８．２甕弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ２０

淡赤橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。８．０甕弥生土器ＳＫ１２６２１Ｂ２１

オリーブ褐

色
灰白色軟質

粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面ヘラミガキ調整か。
２０．４壺弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２２

鈍い黄橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面の一部にヘラミガキ調整がみられる。
壺弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２３

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。１７．０壺弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２４

鈍い橙色褐灰色軟質
粗。砂粒を

多く含む
器内外面磨滅のため調整不明。１１．０壺弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２５

鈍い黄橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２６

褐灰色褐灰色軟質
粗。砂粒を

少量含む。

内外面ハケ目調整。

口縁部ヨコナデ調整。
１８．８２０．６甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２７

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

内面胴部にハケ目調整がみられる。

器外面磨滅のため調整不明。
甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２８

鈍い黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面胴部にハケ目調整がみられる。
甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ２９

褐灰色褐灰色やや軟質
粗。砂粒を

少量含む。

内面ヘラミガキ調整、口縁部ヘラミガキ調

整のちヨコナデ調整。外面ハケ目調整、口

縁部ヘラミガキ調整のちヨコナデ調整。

甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ３０

灰白色橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。７．０甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ３１

橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

内面器面磨滅のため調整不明。外面ハケ目

調整。外面底部は指押さえ調整か。
７．６甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ３２

浅黄橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。８．５甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ３３

土器観察表
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橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。７．２甕弥生土器ＳＫ１２６３１Ｂ３４

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

口縁部内外面回転ナデ調整。天井部内面中

央部不整方向ナデ調整。

２．３１２．９坏蓋須恵器ＳＫ２０１２２Ａ３５

灰色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

口縁部内外面回転ナデ調整。天井部内面回

転ナデ調整後不整方向ナデ調整。

２．４１３．８坏蓋須恵器ＳＫ２０１２２Ａ３６

灰白色灰白色やや軟質
密。砂粒を

多く含む。

天井部内面中央部回転ナデ調整後不整方向

ナデ調整。他は回転ナデ調整。
３．３１３．９坏蓋須恵器ＳＫ２０１２２Ａ３７

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。他

は回転ナデ調整。
４．２７．８１２．０坏身須恵器ＳＫ２０１２２Ａ３８

灰白色灰白色軟質
密。砂粒を

少量含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。底

部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ調整。

他は回転ナデ調整。

６．７９．８１５．４坏身須恵器ＳＫ２０１２２Ａ３９

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整後不

整方向ナデ調整。底部内面回転ナデ調整後

不整方向ナデ調整。他は回転ナデ調整。

１．５１１．２１３．３皿須恵器ＳＫ２０１２２Ａ４０

灰色灰黄色硬質
密。砂粒を

少量含む。

天井部外面回転ヘラケズリ後回転ナデ調

整。他は回転ナデ調整。
１７．６坏蓋須恵器ＳＫ２０１４２Ａ４１

灰白色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。
口縁部内外面回転ナデ調整。１５．８坏蓋須恵器ＳＫ２０１４２Ａ４２

暗青灰色暗青灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後不整方向ナデ調

整。胴部外面下部回転ナデ調整後不整方向

ナデ調整。他は回転ナデ調整。

５．１４．９７．８４．８短頸壺須恵器ＳＫ２０１４２Ａ４３

橙色灰褐色軟質
粗。砂粒を

少量含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕土師器ＳＫ２０１４２Ａ４４

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

天井部の環状つまみ内不整方向ナデ調整。

天井部内面中央部不整方向ナデ調整。他は

回転ナデ調整。

坏蓋須恵器ＳＫ２００１２Ａ４５

灰白色灰白色軟質
粗。細粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。９．４坏身須恵器ＳＫ２０２５２Ａ４６

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
粗。砂粒を

多く含む。

内面ハケ目調整。外面口縁部ヨコナデ調

整。外面体部ハケ目調整後指押さえ調整。
鍋土師質土器ＳＫ１０１５１Ａ４７

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内面ハケ目調整。口縁部ヨコナデ調整。外

面体部ハケ目調整後ナデ調整。
２８．２鍋土師質土器ＳＫ１０１２１Ｄ４８

灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
指押さえ後ナデ調整。足鍋脚瓦質土器ＳＫ１０１６１Ａ４９

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後不整方向ナデ調

整。底部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

６．２坏身須恵器ＳＰ１００４１Ｄ５０

灰白色灰白色やや軟質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後不整方向ナデ調

整。底部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

９．０坏身須恵器ＳＰ１０２７１Ｄ５１

暗青灰色暗青灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

底部外面回転ヘラ切り後不整方向ナデ調

整。他は回転ナデ調整。
８．６坏身須恵器ＳＰ１００６１Ｄ５２

灰白色灰白色やや軟質
密。砂粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

他は回転ナデ調整。
３．４７．２１３．２坏身須恵器ＳＰ１２５９１Ｂ５３

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。９．０台付皿土師器ＳＰ２０３４２Ａ５４

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
４．２５．５９．０台付皿土師器ＳＰ３００４３Ａ５５

黄橙色黄橙色やや軟質
粗。細粒を

多く含む。

内面器面磨滅のため調整不明。外面回転ナ

デ調整。底部回転糸切り。
６．０坏土師器ＳＰ２００７２Ａ５６

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

底部器内面磨滅のため調整不明。他は回転

ナデ調整。底部切り離し痕不明。
３．５７．６１５．８坏土師器ＳＰ２００７２Ａ５７

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内面回転ナデ調整。外面回転ナデ調整か。

底部回転糸切り。
０．８５５．０６．４皿土師器ＳＰ１２１８１Ｄ５８

褐灰色鈍い褐色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
１．１９．２１０．０皿土師器ＳＰ１２１８１Ｄ５９

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部回転糸切りか。
４．４坏土師器ＳＰ１１２３１Ｂ６０



�　54　�

色　調
焼　成胎　土手法の特徴

法量（㎝）
器　種種　別

出土

遺構

出土

地区
番号

外　面内　面器高底径胴径口径

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内面回転ナデ調整。外面回転ナデ調整か。

底部切り離し痕不明。
７．０坏土師器ＳＰ１２０７１Ｂ６１

鈍い橙色鈍い橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整か。

底部回転糸切り。
５．２皿土師器ＳＰ１００５１Ｄ６２

鈍い黄橙色鈍い黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
６．２坏か土師器ＳＰ１００５１Ｄ６３

鈍い黄橙色鈍い黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整。底部回転糸切り。
５．０皿土師器ＳＰ１０７２１Ａ６４

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整か。底部回転糸切り。
６．８坏か土師器ＳＰ１２６８１Ｂ６５

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整か。

底部切り離し痕不明。
６．２ 土師器ＳＰ１００８１Ｄ６６

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
１．１３．９５．２皿土師器ＳＰ１２６４１Ａ６７

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部回転糸切り。
４．４皿土師器ＳＰ１１７２１Ｂ６８

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
１．１５．０６．８皿土師器ＳＰ１２７３１Ａ６９

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。

内面ハケ目調整。

口縁部ヨコナデ調整。
鍋土師質土器ＳＰ１０１８１Ｄ７０

灰黄褐色浅黄橙色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。

内面ハケ目調整。

口縁部ヨコナデ調整。
鍋土師質土器ＳＰ１１１２１Ｂ７１

釉薬：オリーブ黒色

胎土：灰色
硬質密。内外面施釉。５．１瓶陶器ＳＰ１０１４１Ａ７２

釉薬：明オリーブ灰色

胎土：灰白色
硬質密。

外面回転ヘラケズリ。

内外面施釉。体部下半露胎。
１５．０碗白磁ＳＰ１１４８１Ｂ７３

釉薬：明オリーブ灰色

胎土：灰白色
硬質密。

ケズリ出し高台。

底部外面や高台部は露胎。
８．２碗白磁ＳＰ１０７１１Ａ７４

暗灰色暗灰色やや軟質
粗。砂粒を

多く含む。

内面ヨコナデ調整。

外面指押さえ後ナデ調整。
鍋瓦質土器ＳＰ１０７５１Ｂ７５

暗灰色暗灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
指押さえ後ナデ調整。

焙烙

把手部
瓦質土器ＳＰ１２６９１Ｂ７６

鈍い褐色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面の一部にヘラミガキ調整がみられる。
１７．２壺弥生土器

遺物

包含層
１Ａ７７

橙色橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ａ７８

黄橙色黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ７９

鈍い橙色鈍い橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ａ８０

鈍い黄橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ８１

橙色黄橙色やや軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ａ８２

黄橙色黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ８３

鈍い橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ａ８４

鈍い黄橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ８５

黄橙色黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ８６

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。壺弥生土器

遺物

包含層
１Ａ８７

黄橙色黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。９．０壺弥生土器

遺物

包含層
１Ａ８８

鈍い褐色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。１０．８壺弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ８９
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色　調
焼　成胎　土手法の特徴

法量（㎝）
器　種種　別

出土

遺構

出土

地区
番号

外　面内　面器高底径胴径口径

黄灰色灰白色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。３４．２甕弥生土器

遺物

包含層
１Ａ９０

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

頸部外面にハケ目調整がみられる。
甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ９１

鈍い赤褐色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕弥生土器

遺物

包含層
１Ａ９２

灰褐色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。外面ハケ目調

整、口縁部ハケ目調整のちヨコナデ調整。
甕弥生土器

遺物

包含層
１Ａ９３

鈍い橙色鈍い橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ９４

橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕弥生土器

遺物

包含層
１Ａ９５

浅黄橙色鈍い褐色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ９６

鈍い赤褐色鈍い橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。甕弥生土器

遺物

包含層
１Ａ９７

明黄橙色明黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。３０．６甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ９８

鈍い黄橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。２９．０甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ９９

橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。９．０甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ１００

明黄橙色明黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。４．４甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ１０１

赤橙色赤橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。８．２甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ１０２

橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。７．６甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ１０３

黄橙色黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。９．２甕弥生土器

遺物

包含層
１Ａ１０４

橙色鈍い黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。９．０甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ１０５

灰黄褐色黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面にハケ目調整がみられる。
１０．０甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ１０６

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。１１．２甕弥生土器

遺物

包含層
１Ｂ１０７

灰白色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

口縁部内外面回転ナデ調整。天井部内面中

央部不整方向ナデ調整。

１７．０坏蓋須恵器
遺物

包含層
１Ｂ１０８

暗青灰色暗青灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

天井部内面中央部不整方向ナデ調整。

他は回転ナデ調整。
坏蓋須恵器

遺物

包含層
１Ａ１０９

灰黄色灰黄色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１１．７坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｂ１１０

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

底部内面中央部不整方向ナデ調整。

他は回転ナデ調整。
１０．０坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｂ１１１

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。９．２坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｂ１１２

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。９．６坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｂ１１３

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

他は回転ナデ調整。
８．０坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｂ１１４

灰色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。
内外面回転ナデ調整。９．５坏身須恵器

遺物

包含層
１Ａ１１５

灰白色灰白色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｂ１１６

灰白色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。長頸壺か須恵器

遺物

包含層
１Ｂ１１７

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

胴部内面に当て具痕、外面に平行タタキ目

痕がみられる。口縁部内外面回転ナデ調

整。

甕須恵器
遺物

包含層
１Ａ１１８
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色　調
焼　成胎　土手法の特徴

法量（㎝）
器　種種　別

出土

遺構

出土

地区
番号

外　面内　面器高底径胴径口径

青灰色青灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１８．４

皿

または

高坏

須恵器
遺物

包含層
１Ｂ１１９

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１５．４壺須恵器

遺物

包含層
１Ａ１２０

灰色暗灰色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。

内面ハケ目調整後ヨコナデ調整。

外面ヨコナデ調整。
２２．２足鍋瓦質土器

遺物

包含層
１Ｂ１２１

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

内面ハケ目調整後ヨコナデ調整。

外面ヨコナデ調整。
足鍋瓦質土器

遺物

包含層
１Ａ１２２

灰色灰白色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。
内外面ヨコナデ調整。擂鉢瓦質土器

遺物

包含層
１Ａ１２３

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。鍋土師質土器

遺物

包含層
１Ａ１２４

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切りか。
８．６坏土師器

遺物

包含層
１Ａ１２５

浅黄橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。　１３．０坏土師器

遺物

包含層
１Ａ１２６

黄橙色黄橙色軟質
密。細粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整。底部切り離し痕不明。
５．６皿土師器

遺物

包含層
１Ｂ１２７

釉薬：灰白色

胎土：灰白色
硬質密。

内面施釉。外面施釉箇所不明。

削り出し高台。
６．８碗白磁

遺物

包含層
１Ｂ１２８

釉薬：溶融不良

胎土：鈍い黄橙色
硬質密。

内外面釉薬溶融不良。高台内露胎。

削り出し高台。
７．０碗白磁

遺物

包含層
１Ｂ１２９

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

内面回転ナデ調整後不整方向ナデ調整。

外面回転ナデ調整か。
坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１３０

灰白色灰白色軟質
密。砂粒を

少量含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

口縁部内外面回転ナデ調整。天井部内面回

転ナデ調整後不整方向ナデ調整。

１２．０坏蓋須恵器
遺物

包含層
２Ａ１３１

灰色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。
内外面回転ナデ調整。１６．２坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１３２

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

内面回転ナデ調整。

器外面磨滅のため調整不明。
１６．８坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１３３

灰白色灰白色軟質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１４．０坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１３４

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。
内外面回転ナデ調整。坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１３５

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

天井部内面中央部不整方向ナデ調整。

天井部外面回転ナデ調整。
坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１３６

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

天井部内面中央部不整方向ナデ調整。

天井部外面回転ナデ調整。
坏蓋須恵器

遺物

包含層
１Ｄ１３７

灰白色灰白色軟質
密。砂粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整。
１２．１坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１３８

青灰色青灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整後

不整方向ナデ調整。口縁部内外面回転ナデ

調整。天井部内面中央部回転ナデ調整後不

整方向ナデ調整。

１３．４坏蓋須恵器
遺物

包含層
２Ａ１３９

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

口縁部内外面回転ナデ調整。内面回転ナデ

調整。

１２．７坏蓋須恵器
遺物

包含層
１Ｄ１４０

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１４．４坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１４１

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１４２

青灰色青灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１４３

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整後

不整方向ナデ調整。口縁部内外面回転ナデ

調整。内面回転ナデ調整後不整方向ナデ調

整。

坏蓋須恵器
遺物

包含層
２Ａ１４４

灰色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。
内外面回転ナデ調整。１８．２坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１４５
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外　面内　面器高底径胴径口径

灰色灰白色硬質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１２．２坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１４６

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。
内外面回転ナデ調整。１４．４坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１４７

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整、

口縁部回転ナデ調整。内面回転ナデ調整後

不整方向ナデ調整。

１３．０坏蓋須恵器
遺物

包含層
２Ａ１４８

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

天井部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整、

口縁部回転ナデ調整。内面回転ナデ調整後

不整方向ナデ調整。

１４．４坏蓋須恵器
遺物

包含層
２Ａ１４９

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１３．０坏蓋須恵器

遺物

包含層
２Ａ１５０

灰黄色灰黄色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１１．０坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｄ１５１

灰白色灰白色軟質
密。砂粒を

多く含む。
器内外面磨滅のため調整不明。７．６坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１５２

黄灰色黄灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。
内外面回転ナデ調整。９．０坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１５３

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整後不

整方向ナデ調整。底部内面回転ナデ調整後

不整方向ナデ調整。他は回転ナデ調整。

８．２坏身須恵器
遺物

包含層
２Ａ１５４

褐灰色褐灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

外面回転ナデ調整。底部内面回転ナデ調整

後不整方向ナデ調整。
９．９坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１５５

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。９．０坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｄ１５６

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ナデ調整後不整方向ナデ調

整。底部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

９．０坏身須恵器
遺物

包含層
２Ａ１５７

灰色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。

底部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ調

整。他は回転ナデ調整。
８．６坏身須恵器

遺物

包含層
１Ｄ１５８

暗青灰色暗青灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。

底部外面回転ナデ調整後不整方向ナデ調

整。底部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

８．２坏身須恵器
遺物

包含層
２Ａ１５９

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

他は回転ナデ調整。
９．０坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６０

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整後不

整方向ナデ調整。他は回転ナデ調整。
４．４７．６１２．０坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６１

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。

底部器外面磨滅のため調整不明。

他は回転ナデ調整。
１０．６坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６２

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。
内外面回転ナデ調整。９．０坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６３

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。９．８坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６４

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。底

部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ調整。

他は回転ナデ調整。

８．１坏身須恵器
遺物

包含層
２Ａ１６５

暗青灰色暗青灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

他は回転ナデ調整。
６．６１４．６坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６６

灰色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整。

他は回転ナデ調整。
８．０坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６７

灰白色灰白色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面回転ヘラ切り後回転ナデ調整後不

整方向ナデ調整。他は回転ナデ調整。
４．０９．４１２．８坏身須恵器

遺物

包含層
２Ａ１６８

灰色灰色硬質
密。細粒を

多く含む。

底部外面静止ヘラ切り。底部内面回転ナデ

調整後不整方向ナデ調整。他は回転ナデ調

整。

８．０坏身須恵器
遺物

包含層
２Ａ１６９

灰色灰色硬質
密。砂粒を

少量含む。

底部内面回転ナデ調整後不整方向ナデ調

整。他は回転ナデ調整。
高坏須恵器

遺物

包含層
２Ａ１７０

灰色灰色硬質
密。砂粒を

多く含む。

底部内外面回転ナデ調整後不整方向ナデ調

整。他は回転ナデ調整。
１．６１２．４１４．４皿須恵器

遺物

包含層
２Ａ１７１

灰色灰白色硬質
密。砂粒を

少量含む。

内面ヨコナデ調整。

外面回転ナデ調整。
１５．６壺須恵器

遺物

包含層
２Ａ１７２

暗紫灰色青灰色硬質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。円面硯須恵器

遺物

包含層
１Ｄ１７３

橙色灰黄褐色軟質
粗。砂粒を

多く含む。

器内面磨滅のため調整不明。

体部外面ハケ目調整。
２１．８２１．８甕弥生土器

遺物

包含層
２Ａ１７４
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色　調
焼　成胎　土手法の特徴

法量（㎝）
器　種種　別

出土

遺構

出土

地区
番号

外　面内　面器高底径胴径口径

鈍い橙色浅黄橙色軟質
粗。砂粒を

少量含む。

口縁部外面ヨコナデ調整。

他は器面磨滅のため調整不明。
１８．２甕土師器

遺物

包含層
２Ａ１７５

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
５．８皿土師器

遺物

包含層
１Ｄ１７６

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
１．５５．０７．０皿土師器

遺物

包含層
１Ｄ１７７

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

多く含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
１．６５．０８．８皿土師器

遺物

包含層
２Ａ１７８

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
０．９３．８６．８皿土師器

遺物

包含層
１Ｄ１７９

鈍い黄橙色鈍い黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
０．９５．２７．８皿土師器

遺物

包含層
１Ｄ１８０

釉薬：灰白色

胎土：灰白色
硬質密。内外面施釉。１３．２皿白磁

遺物

包含層
１Ｄ１８１

釉薬：灰白色

胎土：灰白色
硬質密。内外面施釉。碗白磁

遺物

包含層
１Ｄ１８２

　釉薬：オリーブ灰色

胎土：灰白色
硬質密。

内外面施釉。畳付・高台内露胎。

削り出し高台。
５．８碗青磁

遺物

包含層
１Ｄ１８３

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整。底部回転糸切り。
５．３台付皿土師器表面採集３Ａ１８４

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
４．８台付皿土師器表面採集３Ａ１８５

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
５．６台付皿土師器表面採集３Ａ１８６

橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
４．８台付皿土師器表面採集３Ａ１８７

橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
５．０台付皿土師器表面採集３Ａ１８８

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
３．０台付皿土師器表面採集３Ａ１８９

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整。底部回転糸切り。
５．８台付皿土師器表面採集３Ａ１９０

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面回転ナデ調整。底部切り離し痕不明。
４．８台付皿土師器表面採集３Ａ１９１

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
４．６台付皿土師器表面採集３Ａ１９２

浅黄橙色浅黄橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内外面磨滅のため調整不明。

底部切り離し痕不明。
６．４台付皿土師器表面採集３Ａ１９３

鈍い黄褐色浅黄橙色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。

外面ハケ目調整後ナデ調整。
鍋土師質土器表面採集１Ｂ１９４

橙色橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。
内外面回転ナデ調整。１３．８坏土師器表面採集１Ａ１９５

鈍い黄橙色褐灰色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。

内外面回転ナデ調整。

底部回転糸切り。
６．８坏土師器表面採集１Ａ１９６

橙色鈍い橙色やや軟質
密。細粒を

少量含む。

器内面磨滅のため調整不明。外面回転ナデ

調整か。底部切り離し痕不明。
６．６坏土師器表面採集１Ｂ１９７

灰色灰白色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。

内面ナデ調整か。

器外面磨滅のため調整不明。

擂鉢また

は捏ね鉢
瓦質土器表面採集１Ｂ１９８

灰白色やや軟質
密。砂粒を

少量含む。
指押さえ後ナデ調整。足鍋脚瓦質土器表面採集１Ｂ１９９

灰色灰色硬質
密。細粒を

少量含む。
指押さえ後ナデ調整。足鍋脚瓦質土器表面採集２００

釉薬：灰褐色

胎土：浅黄橙色
硬質密。

内面オロシ目。外面回転ヘラケズリ後回転

ナデ調整。削り出し高台。
１５．６擂鉢陶器表面採集１Ｂ２０１

釉薬：灰白色

胎土：浅黄橙色
硬質密。

内外面施釉。体部下半露胎。

削り出し高台。
４．９４．６１０．８碗陶器表面採集２０２

釉薬：灰オリーブ色

胎土：灰白色
硬質密。内外面施釉。１６．０碗白磁表面採集１Ｂ２０３

釉薬：灰オリーブ色

胎土：灰黄色
硬質密。

内外面施釉。体部下半露胎。

削り出し高台。
４．８碗青磁表面採集１Ｂ２０４
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色　調手法の特徴
法量（㎝）

石　材種　別出土遺構出土地区番号
器高底径胴径口径

灰黄色内外面ノミケズリ後ミガキ調整。２４．０砂岩石鉢遺物包含層１Ａ２０５

石器・石製品観察表

色　調特　徴
重量

（ｇ）

法量（㎝）
石　材種　別出土遺構出土地区番号

厚さ幅長さ

灰色
押圧剥離。成品。凹基無茎鏃。

鍬形鏃。
０．２０．２１．２１．６

姫島産

黒曜石
打製石鏃遺物包含層２Ａ２０６

暗灰色
押圧剥離。成品。欠損品。

凹基無茎鏃。鍬形鏃の逆刺部か。
残０．１０．２残０．６残１．５安山岩打製石鏃遺物包含層１Ｂ２０７

灰色
押圧剥離。成品。欠損品。

凹基無茎鏃。鍬形鏃の逆刺部か。
残０．１０．２残０．８残１．２

姫島産

黒曜石
打製石鏃遺物包含層１Ｄ２０８

灰色
押圧剥離。成品。凹基無茎鏃。

抉り入り三角鏃。
残０．３０．３残１．３１．７

姫島産

黒曜石
打製石鏃遺物包含層１Ａ２０９

明青灰色押圧剥離。成品。凹基無茎鏃。残０．８０．３残１．６残１．９安山岩打製石鏃ＳＤ１１６４１Ｄ２１０

暗青灰色押圧剥離。成品。基部欠損。残１．４０．５残１．４残２．２安山岩打製石鏃表面採集１Ｂ２１１

明青灰色押圧剥離。成品。凹基無茎鏃。０．５０．３１．５１．８安山岩打製石鏃表面採集２１２

明青灰色押圧剥離。成品。凹基無茎鏃。残０．６０．２５残１．４残１．５安山岩打製石鏃遺物包含層１Ａ２１３

暗青灰色押圧剥離。成品。平基無茎鏃。残０．４０．３残１．１残１．５安山岩打製石鏃表面採集２１４

暗青灰色押圧剥離。成品。平基無茎鏃。０．７０．４１．２１．６安山岩打製石鏃表面採集２１５

暗青灰色押圧剥離。成品。平基無茎鏃。０．３０．２５１．１１．４安山岩打製石鏃表面採集２１６

黒色押圧剥離。成品。基部欠損。残０．２０．３残０．８残１．３
黒色

黒曜石
打製石鏃表面採集２１７

暗青灰色押圧剥離。成品。平基無茎鏃。残０．４０．２１．３残１．５安山岩打製石鏃表面採集２１８

暗青灰色押圧剥離。成品。平基無茎鏃。残０．３０．３残１．３残１．３安山岩打製石鏃表面採集２１９

暗青灰色押圧剥離。成品。平基無茎鏃。残０．４０．２残１．２１．４安山岩打製石鏃表面採集２２０

暗青灰色
整形剥離後、縁辺調整。成品。

扁平打製石斧。
１８３１．８５．９１３．２玄武岩打製石斧表面採集１Ｄ２２１

明オリーブ灰

整形剥離、敲打調整後、２面から刃

部を研ぎだす。成品。刃部欠損。局

部磨製石斧。

残３３０３．３５．０残１４．５花崗岩
局部磨製

石斧
表面採集２２２

灰色

両刃で刃部には精細な研磨痕がみら

れる。成品。欠損品。外湾刃半月形

石庖丁。

２００．５残７．９残３．７泥岩石庖丁遺物包含層１Ａ２２３

鈍い橙色
研砥面は正面とその周縁面にみとめ

られる。使用痕（擦過痕）あり。
６９．１１．７７．３残５．７砂岩砥石ＳＫ１０１５１Ｂ２２４

鈍い赤褐色

正面と右側面を研砥面として使用。

研磨作業により若干窪んでいる箇所

がある。

２８７０６．６１２．８２３．２砂岩砥石遺物包含層１Ｄ２２５
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特　徴重量（ｇ）法　量（㎝）器種鉄・鉛製品出土遺構出土地区番号

頭部欠損。残１．８長さ：残３．７　断面幅：０．４５×０．４鉄釘鉄製品ＳＰ１０５２１Ｂ１０

折釘。下部欠損。残５．２長さ：残６．３　断面幅：０．４５×０．３５鉄釘鉄製品ＳＰ１０５２１Ｂ１１

欠損品。鉄釘または鉄鏃の茎部か。残１．５長さ：残３．０　断面径：０．５５不明鉄製品ＳＫ１０１６１Ａ２２６

頭部欠損。残２．２長さ：残３．０　断面幅：０．４５×０．３５鉄釘鉄製品ＳＰ１２０４１Ｂ２２７

折釘か。下部欠損。残８．６長さ：残３．９　断面幅：１．０×１．０鉄釘か鉄製品ＳＰ１０７６１Ｂ２２８

折釘。下部欠損。残４．６長さ：残４．３５　断面幅：０．６５×０．５鉄釘鉄製品ＳＤ１１６４１Ｂ２２９

折釘。下部欠損。残２．４長さ：残３．１５　断面幅：０．５×０．４５鉄釘鉄製品表面採集１Ｂ２３０

折釘。１．２長さ：３．７５　断面幅：０．３５×０．２鉄釘鉄製品表面採集１Ｂ２３１

下部欠損。残９．５長さ：残４．９　断面幅：０．７５×０．６５不明鉄製品ＳＰ１１４８１Ｂ２３２

一部欠損。残１１．９長さ：７．４　幅：２．５　厚さ：０．４５小札鉄製品ＳＰ１２３１１Ａ２３３

器面に約３㎜の小突起。

表面暗青灰色（白色錆付着）。
１１．０長径：１．３　短径１．２円弾鉛製品表面採集１Ｂ２３４

器面に約３㎜の小突起。

表面暗灰色（白色錆付着）。
１８．７長径：１．５５　短径１．５円弾鉛製品表面採集１Ｂ２３５

歪みあり。

表面暗青灰色（白色錆付着）。
９．２長径：１．３　短径１．０５円弾鉛製品表面採集１Ｂ２３６

金属製品観察表

木製品観察表

備　考
法量（㎝）

種　類出土遺構出土地区番号
長さ直径

柱根下部のみ残存。残７０．０１７．４柱ＳＰ１２６１１Ｂ１２
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Ⅴ　ま　と　め

　美祢市大嶺周辺では、これまでにも、弥生時代から中世にかけての多くの遺跡が確認・調査されて

きた。今回調査した上領遺跡も、以前、道路の拡幅工事にともなって、一部で調査がなされている。

しかし、今回のような本格的な発掘調査は、はじめてであり、調査前から、その成果が期待されていた。

　発掘調査の結果、弥生時代から中世にわたる多くの遺構や遺物が発見され、この地に長い期間にわ

たって、人々が生活を営んでいたということが明らかになった。また、調査区内で、弥生・古代・中

世の遺構の分布（第３４図）を見ると、時代によって人々の生活の中心が移動していることがわかっ

た。さらに、他の地域との交流を示す遺物も出土し、この地が、東西・南北とつながる交通の要衝で

あった可能性を示唆するものとして注目される。

　以下、弥生時代から中世にかけての、上領遺跡の移り変わりを浮き彫りにし、また、他地域とのつ

ながりも考察して、この報告書のまとめとしたい。

弥生時代前期後半の集落跡

　遺物としては、縄文時代の石器も出土したが、遺構は確認できなかった。弥生時代の遺構も、当初

は見つかっていなかったが、１Ａ・１Ｂ地区遺物包含層を慎重に除去していった結果、弥生時代の遺

構を確認できた。本格的にこの地に人々が住み始めたのは、弥生時代で、ＳＫ１２６２、１２６３の出土遺物

から、弥生時代前期後半の集落が存在した可能性が高い。ただ、第３４図を見るとわかるように、調査

区西端に集中し、範囲は限定されていた。このことから、当時の集落の広がりを推定してみたい。西

端にあたる１Ａ地区北側と１Ｂ地区のＳＫ１２６２北側には、厚く遺物包含層が堆積しており、北に向か

って地山面が落ち込んでいる。よって、北に集落が広がるとは考えにくい。むしろ、ＳＫ１２６３の南西

側が、調査区外へと広がることから１Ａ・１Ｂ地区の南に弥生前期の集落の中心があると考えるのが妥当

であろう。現に、南西方向約７０ｍの場所から、以前、弥生土器が採集されている（１）。また、北東約１５０ｍ

の場所から、道路拡幅工事に伴う簡単な発掘調査で、弥生時代後期の弥生土器が出土している（２）。

　さて、今回の発掘調査で見つかった遺構の中で、特に注目されるのは、ＳＫ１２６２である。（第１１図

図版６）ＳＫ１２６２は、長軸６０３㎝、短軸２５８㎝、深さ８２㎝の大型土坑で、床面を、東西方向に３本の柱

穴が、ほぼ等間隔に走っている。埋土に弥生土器が含まれていたが、床面に置かれていたり、投棄さ

れたと考えられる土器はなかった。このような土坑は、菊川町の上原遺跡に、形状の似た土坑が確認

されており、貯蔵用土坑であった可能性が考えられる。ただ、土坑の東側の部分（約２ｍ×２ｍ）が

ベッド状に約１０㎝高くなっている。この構造は、上原遺跡の土坑にもなく、その性格については不明

である。

　遺物の中では、７７（第２６図　図版１４）の弥生土器壺が注目される。これは、三隅町の湯免遺跡で出

土した、湯免式壺にその形態が似ており、影響を受けた可能性がある（３）。本遺跡と日本海沿岸地域と

の交流を示すものと言えよう。また、製作手法は、近隣の上原遺跡（菊川町）でも出土している内折

口縁壺と同様の手法を用いていると推定される。湯免式壺と内折口縁壺の折衷型とも言うべきもので

あり、他に類例がない。今後の発掘調査で類例の増加を期待したい。



古代美祢郡の郡衙候補地

　古代の上領遺跡についてみると、第３４図から古代の遺構は、１Ｂ地区東側から２Ａ地区にかけて分

布しているのがわかる。出土した遺物から、奈良時代から平安時代初頭の遺構であろう。２Ａ地区の

北側には、遺構が極端に少ないが、これは、後世の耕地化にともなう削平で、遺構が消失したものと

考えられる。また、１Ｄ地区から２Ａ地区にかけて遺物包含層が広がり、多量の須恵器片が含まれて

いる。これは、２Ａ地区北の調査区外が、調査区より一段高くなっていることから、２Ａ地区の北側

並びに２Ａ地区北の調査区外からの流れ込みと考えられる。以上のことから、古代の遺跡の中心は、

１Ｄ・２Ａ地区北の調査区外にあったと推定できる。また、昭和４０年に発掘調査した地区（４）（第３４図参

照）からも、須恵器が出土しており、そこまで、遺跡が広がる可能性もある。

　今回出土した須恵器の中で、ヘラ書きで「大」の字が刻まれたものが認められた。（第２４図　３５　

図版１２）この「大」の字の意味するところについては、「大」を地名とした場合、「大嶺」の「大」が

考えられる。しかし、「大峯（大嶺）」の地名が歴史書に登場するのは、平安時代末期以降であり、そ

れより以前は「大嶺」は「鹿野」と呼ばれていた（５）と推定されるので、あてはまらない。少なくと

も地名を示すものではないと言えようが、その具体的な意味は不明である。

　さて、古代における他地域とのつながりであるが、これについては、今回出土した須恵器の胎土分

析から注目すべき結果が得られた。詳しい分析結果は、「付編　上領遺跡出土須恵器の蛍光Ｘ線分析」

を参照してもらうとして、分析結果から周防国佐波郡（防府市）の末田窯のものが多く、大津郡の峠

山窯で生産されたものも、少数ではあるが含まれていることがわかった。常識的に考えると、本遺跡

で出土した須恵器は、同じ美祢郡内の末原窯で製作されたものと推定されたが（６）、胎土分析の結果

は、それを完全に否定するものであった。峠山窯の操業時期は、７世紀中頃～８世紀前半であり、本

遺跡からも８世紀前半と推定される須恵器が出土していることから、峠山窯で製作された須恵器が古

代美祢郡の当地に搬入された可能性はある。とすれば、少なくとも８世紀前半には、郡域を越えた物

流があったことになる。末田窯については、操業時期が７世紀末～８世紀後半であり、本遺跡出土須

恵器は、長登編年によれば、８世紀～９世紀初頭と考えられることから、時期的に重なる部分があ

る。須恵器が末田窯から運ばれてきたとすると、国を越境しての物資の流通も、さかんにあったこと

になる。しかし、それでも、より近い陶古窯群から搬入しなかったのはどうしてか、という疑問点が

残る。また、最も近くに位置する末原窯から搬入されていない点は、大きな疑問として、今後検討す

べき問題であろう。胎土分析で産地不明とされたものについては、未発見の須恵器窯が存在し、そこ

で製作された可能性も否定できない。

　古代美祢郡の郡衙は、美祢郷に属する今の大嶺町内にあったとされるが、その具体的な所在地につ

いては、未だ明確ではない（７）。前述したヘラ書き土器並びに円面硯（第２８図　１７３　図版１７）の出土

などを重視するとすれば、この上領遺跡を含めた周辺地域もその候補地の１つとは考えられないだろ

うか。今後の調査機会に、さらなる成果を期待したい。
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肥中街道沿いの集落

　中世には、遺構が調査区全体に広がり、遺構数も断然増加する（第３４図）。遺物は、鎌倉時代～近

世直前のものまで幅広く認められ、今回の調査区を含め、周辺地区全体へと集落が継続的に展開して

いったと推測できる。肥中街道が、遺跡のすぐそばを東西に横切っており（８）、交通の要衝としての地

の利を背景に、集落が発展していったものと推定される。

　中世の遺物として、注目すべきものに土師器の台付皿がある。遺構からの出土が２点、遺構以外か

ら１０点余り出土している。いずれも、２Ａ地区最東端と３Ａ地区からの出土である。近隣では、砂地

岡遺跡（美祢市於福町）から出土している。土師器台付皿は、日常の器というよりも、何らかの宗教

又は儀礼のため、主または補助的に使用されたものとみられている（９）。上領八幡宮所蔵の覚書に、

「この神社の先祀は宇須能峰で、この地方を開拓したとき、鎮守神として天照大神と蛭子命を祭った

もの。その後・・・（中略）・・・その井手の少し川下の珍山（珍宝山）の峰に神霊を遷して宇須能峰

の神と号した。」とある。珍山は、上領八幡宮のすぐ北にある山である。土師器台付皿が出土した場

所は、その山の麓にあたることから、「宇須能峰の神」を祭る祭礼が行われ、それに関連して用いら

れたものとも考えられる。なお、近世以降の遺構であると断定できるものはなかった。おそらく、近

世以降は、耕地化されたのであろう。

　今回の発掘調査は、美祢市大嶺地区の歴史を解明する上で、多くの資料を提供してくれた。ただ、

弥生時代の遺構であるＳＫ１２６２の性格や上領地区に郡衙のあった可能性等々、疑問点は多く残った。

今後、周辺地域での発掘調査が進み、そういった疑問点が解明されることを期待したい。

　最後に、このまとめを書くにあたって、多くの示唆をいただいた美祢市文化財審議委員　河本芳久

氏ならびに山口大学埋蔵文化財資料館助手　田畑直彦氏に謝意を表し、締めくくりとしたい。

〈註〉
（１）（２）（４）（８）　河本芳久氏の教示による。　（３）　田畑直彦氏の教示による。　（５）　『日本歴史地名大系』第３６巻
「山口県の地名」　 美祢市　（６）　本遺跡出土須恵器推定年代と末原窯操業時期は、一致する。　（７） 『美祢市史』第
４編　古代　２　美祢郡の諸郷と美祢郡衙　（９）　『中世土器研究論集』　「柱状高台考」　４　使用方法
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山口県教育委員会　『寺秋遺跡　湯免遺跡』　１９７９
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図版１

調査区遠景（南西から）

調査区遠景（南東から）



図版２

１地区全景（南東から）

２・３地区全景（南東から）



図版３

１Ｄ・２Ａ地区掘立柱建物群（南西から）



図版４

１Ａ地区遺構群（西から）

３Ａ地区遺構群（北から）



図版５

１Ｂ地区ＳＫ１２６３遺物出土状況①（東から）

１Ｂ地区ＳＫ１２６３遺物出土状況②（北から）



図版６

１Ｂ地区ＳＫ１２６２完掘状況①（南西から）

１Ｂ地区ＳＫ１２６２完掘状況②（北西から）



図版７

２Ａ地区ＳＫ２０１４遺物出土状況（北から） ２Ａ地区ＳＫ２００１遺物出土状況（南から）

２Ａ地区ＳＫ２０１２遺物出土状況②（上層　北西から）

２Ａ地区ＳＫ２０１２遺物出土状況①（上層　北西から）

２Ａ地区ＳＫ２０１２遺物出土状況③（下層　北東から）



図版８

１Ａ地区ＳＫ１０１５遺物出土状況（南から） １Ａ地区ＳＫ１０１６遺物出土状況（東から）

１Ｂ地区ＳＫ１１５５完掘状況（北から）

３Ａ地区ＳＫ３００２土層断面（南西から）

３Ａ地区ＳＰ３００４遺物出土状況（南から）

３Ａ地区ＳＫ３００１完掘状況（東から）

１Ｄ地区ＳＤ１１６４完掘状況（北から）

１Ｂ地区ＳＰ１００４遺物出土状況（東から）



図版９

１Ｂ地区ＳＰ１０１３遺物出土状況（北から） １Ｂ地区ＳＰ１１３４遺物出土状況（東から）

１Ａ地区ＳＰ１２６４遺物出土状況（西から）

１Ｂ地区ＳＰ１２０５遺物出土状況（南から）

１Ｄ地区ＳＰ１０１８遺物出土状況（南から）

２Ａ地区ＳＰ２００７遺物出土状況（西から）

１Ｂ地区ＳＰ１０７５遺物出土状況（西から）

１Ａ地区ＳＰ１０１４遺物出土状況（東から）



１Ｂ地区ＳＰ１２６１遺物出土状況（北から） １Ｂ地区遺物包含層遺物出土状況（西から）

２Ａ地区遺物包含層遺物出土状況①（西から）

２Ａ地区遺物包含層遺物出土状況③（北から）

３Ａ地区トレンチ東側（北東から）

２Ａ地区遺物包含層遺物出土状況②（西から）

２Ａ地区遺物包含層遺物出土状況④（東から）

３Ａ地区トレンチ西側（北東から）

図版１０



図版１１

土坑出土遺物①
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図版１２

土坑出土遺物②・掘立柱建物跡出土遺物①
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図版１３

掘立柱建物跡出土遺物②・柱穴出土遺物
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図版１４

１Ａ・１Ｂ地区遺物包含層出土遺物①
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図版１５

１Ａ・１Ｂ地区遺物包含層出土遺物②
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図版１６

１Ｄ・２Ａ地区遺物包含層出土遺物①
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図版１７

１Ｄ・２Ａ地区遺物包含層出土遺物②
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図版１８

表面採集遺物
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図版１９

石器・石製品①
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図版２０

石器・石製品②・金属製品
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